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1. 計画の概要 

1.1. 総合計画の趣旨 

北杜市総合計画は、本市の将来にわたる健全な発展を促進するために、市と市民が目指す

べきまちの将来像を共有しながら、その実現に向けて計画的に行政運営を行っていくため

の基本的な考え方や目標を定めた本市の最上位の計画です。 

第３次北杜市総合計画は、市民生活に大きな影響を与えた新型コロナウイルス感染症が

蔓延している中で実施した「北杜市市民意識調査」を基に作成しました。 

その後、令和５（2023）年５月に新型コロナウイルス感染症が５類に移行するなど、第

３次北杜市総合計画を策定したときから大きく社会情勢や環境が変化したことにより、求

められている市民ニーズなどが変化しています。 

この変化に的確に対応した内容に見直す必要があることから、今般、新たに第４次北杜市

総合計画（以下、「本計画」という。）を策定します。 

本計画は、本市の目指すべき将来像を明らかにするとともに、総合的かつ戦略的な行政運

営を推進するために、市民にまちづくりの長期的な展望を示すものです。 

 

 

1.2. 本計画の構成と期間 

本計画は、計画全体のあり方や個々の計画の役割などを踏まえて、「基本構想」と「基本

計画」の２層構造とします。 
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基本構想【計画推進期間：10 年】令和８（2026）年度～令和 17（2035）年度 

本市の特性や社会情勢の変化への対応、今後の課題などを踏まえながら、本市が目指す

まちづくりの理念と目指すべき将来像を明らかにします。 

 

基本計画【計画推進期間：５年】 

前期 令和 ８（2026）年度～令和 12（2030）年度【５年】 

後期 令和 13（2031）年度～令和 17（2035）年度【５年】 

基本構想で設定した目指すべき将来像を実現するための計画で、施策を総合的・体系的

に示し、市政の方向性を明らかにします。 

計画推進期間を 5 年と定め、令和８（2026）年度から令和 12（2030）年度までを前

期、令和 13（2031）年度から令和 17（2035）年度までを後期の２つに分け、中間見直

しを行うことにより時代の変化に的確に対応した内容とします。 

 

1.3. 北杜市人口ビジョン・北杜市総合戦略との一体化 

総合戦略の取組は、総合計画と方向性を同じくするため、人口ビジョンとともに総合計画

の中に包含し、一体的に推進していきます。 
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1.4. まちづくり・計画策定の視点 

本計画で目指す、本市の「目指すべき将来像」を実現するためには、 

 

 
 

が必要不可欠です。これら 3 つの視点を念頭に置いて計画を策定します。 

 

① 限られた政策資源の重点的な投入 

本市では、社会全体の少子高齢化による人口減少に伴う税収減をはじめ、医療や介護な

どの社会保障費の固定費拡大、インフラ・公共施設の更新費用や維持管理費の増加、頻発

する災害への対策などにより、財政が硬直化していく傾向にあります。その中でも「目指

すべき将来像」を実現するためには、行政における限られた人員・財源などの政策資源を

重点的に投入することが必要です。 

このため、本計画では、重点投入するテーマを明らかにし、重点分野への投資と行財政

の健全性の両立を図ります。 

 

② 効率的かつ効果的な行政の推進 

不確実かつ不透明で変化の早い時代の中で「目指すべき将来像」を実現するためには、

より効率的かつ効果的な行政の推進が必要不可欠です。 

このため、本計画の施策の進捗や達成状況を定期的に評価するとともに、施策の実施方

針の見直しや事業の改善につなげる行政評価について引き続き実施していきます。 

 

③ 市民協働・公民連携の活発化 

「目指すべき将来像」の実現は、行政の努力だけでは不可能です。本市の市民・団体・

企業などが一つの地域コミュニティの中で、相互にコミュニケーションを図りながら、共

通の目標である「目指すべき将来像」に向かい協力して取り組むことが重要です。 

このため、市は計画の策定、推進、評価の各段階において、市民・団体・企業・有識者

などに対する情報公開と対話の場づくりを行います。また、市民や企業側にも、行政サー

ビスの受益者としての側面だけでなく、まちづくりの主体、協働のパートナーとしての役

割を求めるとともに、そのための支援を行います。 

  

① 限られた政策資源の重点的な投入 

② 効率的かつ効果的な行政の推進 

③ 市民協働・公民連携の活発化 
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2. 社会情勢の変化と取り組むべき方向性 

2.1. 少子・超高齢社会への対応 

山梨県内をはじめ全国の多くの自治体は少子高齢化に伴い人口減少が進んでおり、今後

もその傾向が続くと予測されています。 

本市の人口も同様に減少傾向ではあるものの、本市への移住などを目的とした転入者の

増加などが影響したことにより、令和２（2020）年の実績値は、国立社会保障・人口問題

研究所＊の推計値に比べて多くなっています。 

しかし、令和６（2024）年時点での 65 歳以上の老齢人口の割合は 40.6%と、県内各市

の中でも高齢化率が高くなっています。 

また、５年間の平均値で算出した合計特殊出生率＊（平成 30（2018）年から令和４（2022）

年時点）は 1.38 と、県内各市の中では中央値よりも上位に位置するものの、県全体の合計

特殊出生率 1.46 を下回っています。 

こうした少子・超高齢社会の現状を鑑み、各政策及び施策の見直しが必要となります。 

 

 

2.2. 「こどもまんなか社会」＊の実現 

近年、こどもたちを取り巻く社会状況には大きな変化が生じています。 

少子高齢化や核家族化の進行、地域社会のつながりの希薄化などの影響で、社会的に孤立

する子育て家庭が問題となりつつあります。 

また、ライフスタイルや価値観が多様化し、こどもや子育て家庭のニーズは、ますます複

雑なものとなってきています。 

さらに、児童虐待やこどもの自殺、いじめなどによる生命・安全の危機、経済的な格差が

こどもの成長に影響を及ぼす問題なども近年顕在化しています。 

「こどもまんなか社会」の実現に向け、こどもや子育て当事者の視点を尊重し、ライフス

テージに応じて切れ目なく支援するとともに、全てのこどもが幸せな状態で成長できるよ

うにするため、保護者や養育者が互いに支え合い、安心してこどもの成長と子育てに向き合

える環境をつくることが必要となります。 
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2.3. 頻発する大規模自然災害への対応 

我が国は、その自然的条件から各種災害が発生しやすい特性を有しており、毎年のように

水害・土砂災害・地震などの自然災害が発生しています。 

また、首都直下地震や南海トラフ地震をはじめとした大規模地震の発生が切迫している

との指摘もある中で、四方を山々に囲まれ急峻な地形や脆弱な地質が広く分布する本市は、

災害時における交通の途絶や急流河川の氾濫といった多くの災害リスクを抱えています。 

そのため、行政による「公助」だけではなく、各地域における「共助」や市民自身による

「自助」を総合的に捉えた、持続可能な防災・減災対策を強化していく必要があります。 

 

 

2.4. AI＊技術の進展、DX＊への対応 

社会全体でデジタル化が進む中で、地域におけるデジタル基盤の充実を図ることにより、

様々な企業が自らデジタルの力を積極的に活用できる環境を整えることが重要となります。 

また、デジタル技術を活用したテレワーク＊や副業・兼業など、地理的・時間的な条件に

関わらずあらゆる地域で同様の働き方を可能とする環境を整えていく必要があります。 

さらに、AI を活用することにより、本市だけではなく国や県、民間企業などが有する膨

大なデータから、本市が抱える様々な課題の解決に寄与する新たな知見を引き出していく

ことも重要となります。 

こうしたデジタル技術や AI の活用などを通じて DX を進めるためには、その担い手とな

るデジタル人材を確保・育成することが必要となります。 

 

 

2.5. 価値観やライフスタイルの変化への対応 

コロナ禍において、遠隔教育やテレワークなど社会の様々な分野でオンライン化が進む

とともに、人々の暮らしや働き方、価値観が大きく変わり、地方の魅力が再認識されました。 

それに伴い、都市部から地方への人の流れも加速したことから、本市では転入者数が転出

者数を上回る状況が続いています。 

しかしながら、特に 10 代から 20 代の若者世代の流出は依然続いています。 

今後は、引き続き企業のサテライトオフィス＊やワーケーション＊の誘致のほか、自然災

害発生に伴う事業停止などのリスク分散を図るための企業誘致、移住・定住の促進強化など、

本市が持つ強みや潜在力を最大限に発揮した市政を推進していく必要があります。 
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2.6. ウェルビーイング＊の実現 

今日の成熟社会においては、これまでの GDP（国内総生産）といった物質的、経済的な

豊かさから、心の豊かさや幸福度といった一人ひとりが実感できる真の豊かさを重視する

動きがみられます。 

世界保健機関（WHO）は、ウェルビーイングを「健康とは、病気ではないとか、弱っ

ていないということではなく、肉体的にも、精神的にも、そして社会的にも、全てが満た

された状態にある」ことと定義しており、単なる健康や一時的な幸福感だけではなく、持

続的な幸福や充実した状態を実現することが求められています。 

 

 

2.7. 持続可能な社会の実現へ 

平成 27（2015）年 9 月の国連サミットで採択された「持続可能な開発のための 2030 ア

ジェンダ」に、平成 28（2016）年から令和 12（2030）年までの国際目標である SDGs（エ

ス・ディー・ジーズ）が記載されました。 

これは、持続可能な世界を実現するための 17 の目標と 169 のターゲットから構成され、

「地球上の誰一人として取り残さない」社会の実現を目指し、発展途上国のみならず先進国

を含む国際社会全体の目標として、経済・社会・環境の諸問題を総合的に解決することの重

要性が示されています。 

本市の行政活動及び産業・経済活動においても、これらの目標を意識した取組を推進する

ことで、各分野において持続可能なまちづくりと地域活性化を推進することが求められて

います。 
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政策１ 次代を担うこども・若者が育ち、希望あふれるまちづくり 

政策２ ともに支え合い、生きがいと健康を実感できるまちづくり 

政策３ 誰もがいつまでも、自分らしく輝けるまちづくり 

政策４ 新たな価値を創造する、魅力と活気に満ちたまちづくり 

政策５ 安全・安心で、人と環境に優しい快適なまちづくり 

 

1. まちづくりの方針―目指すべき将来像と５つの政策― 
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北杜市の将来像 

将来像を実現するための５つの政策 
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政策１ 次代を担うこども・若者が育ち、希望あふれるまちづくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な施策 

 

⚫ 安心してこどもを生み育てられる支援の充実 

⚫ 地域ぐるみの保育・子育ての実現 

⚫ より良い教育環境の推進 

⚫ 多様な学びの機会の確保 

⚫ 若者・子育て世代の移住・交流の促進と関係人口＊の創出 
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 政策２ ともに支え合い、生きがいと健康を実感できるまちづくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な施策 

 

⚫ 地域共生社会＊の実現の推進 

⚫ こころとからだの健康づくりの推進 

⚫ 介護予防の強化と高齢者福祉の充実 

⚫ 障がい児・者福祉の充実 
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政策３ 誰もがいつまでも、自分らしく輝けるまちづくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な施策 

 

⚫ 誰もが活躍できるまちづくりの推進 

⚫ 市民参加・協働の推進 

⚫ ともに学び合う生涯学習の充実 

⚫ 生涯を通したスポーツ・文化活動の推進 
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政策４ 新たな価値を創造する、魅力と活気に満ちたまちづくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な施策 

 

⚫ 豊かな自然が育む農林業の振興 

⚫ 地域資源を活用した観光のまちづくりの推進 

⚫ 特色を活かした産業基盤の確立、市内企業の支援 

⚫ 多様な働き方の推進 
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政策５ 安全・安心で、人と環境に優しい快適なまちづくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な施策 

 

⚫ 暮らしの安全と生活の安心を守る 

⚫ 環境に配慮した持続可能な社会の構築 

⚫ 自然と暮らしが共存するまちづくりの推進 

⚫ 安全で快適なインフラ整備の促進 

⚫ 行政改革の推進 
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2. まちづくりの目標―市民の幸福の実現― 

誰もが幸せを実感できるまちづくりを目指し、地域における市民の幸福度を本計画の最

上位の成果指標として位置づけます。 

令和７（2025）年度の北杜市民（18 歳以上で高校生を除く）の幸福度の平均は、10 点

満点中の 7.1 点であり、山梨県の平均 5.8 点1よりも 1.3 点高くなっています。 

一方、市民の 10 年後の幸福度は 6.5 点であり、現在の幸福度よりも 0.6 点低くなってい

ます。 

また、北杜市在住または市内の中学校及び高校に通学している中高生の幸福度の平均は

7.4 点であり、18 歳以上（高校生を除く）の市民よりも 0.3 点高くなっています。 

こうしたことから、本計画では、市民の現在及び将来にわたる幸福度をさらに高めていく

ことにより、誰もが将来に希望が持てるまちの実現を目指します。 

 

① 本計画におけるまちづくりの目標 

 

10 年後の市民の幸福度：令和１７年度（2035 年度）  7.4 点 

現在の市民の幸福度  ：令和 7 年度（2025 年度）  7.1 点 

 

② 成果指標の考え方 

市民の幸福度の平均は 7.1 点ですが、20 歳代及び 70～74 歳の幸福度が 6.8 点と平

均よりも低くなっています。 

今後、こどもや若者世代が地域において幸せに暮らせるとともに、高齢者が暮らし慣

れた地域で安心して日常生活が送れるよう、各種施策・事務事業を行うことにより、幸

福度の平均を 7.4 点とすることを目指します。 

 

Well-being指標について 

今日の成熟社会において、これまでの GDP（国内総生産）といった物質的、経済的

な豊かさから、心の豊かさや幸福度といった一人ひとりが実感できる真の豊かさを重

視する動きがみられます。 

こうした中で、国が推進する「デジタル田園都市国家構想」では、目指す「心ゆたか

な暮らし」（Well-Being：ウェルビーイング）と「持続可能な環境・社会・経済」

（Sustainability）の実現に向けた取組の指標として、地域幸福度（Well-being：ウェ

ルビーイング）指標が提案されており、この中で、市民一人ひとりが感じる「幸福度」

と「満足度」は、総合指標のひとつとして位置づけられています。 

 

 

 

1 山梨総合研究所・令和 7 年度自主研究「“シン”やまなし未来共創プロジェクト」調査結果より。 

＋0.3 
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北杜市と山梨県における市民の幸福度（令和 7(2025)年度）の比較 

 
出典：「第４次北杜市総合計画の策定に関するアンケート（18 歳以上の高校生を除く市民対象）」及び「山梨総合

研究所・令和 7 年度自主研究「“シン”やまなし未来共創プロジェクト」調査」 

 

現在（令和 7（2025）年度）の市民の幸福度（年齢別） 

 
出典：「第４次北杜市総合計画の策定に関するアンケート（18 歳以上の高校生を除く市民対象）」 

  

12.0%

10.1%

23.4%

17.8%

10.8%

17.0%

2.9% 2.4%

1.0%
0.5% 0.3%

1.6%

7.6%

5.1%

15.8% 15.6%

8.6%

23.5%

7.3%
6.2%

3.8%

1.8%

4.6%

0.0%
0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

10点 9点 8点 7点 6点 5点 4点 3点 2点 1点 0点 無回答

北杜市（n=1,754） 山梨県（n=865）

7.1

6.8

7.1

7.4

7.0

6.9

7.4

6.8

7.2

7.1

75歳以上

70～74歳

65～69歳

60～64歳

50～59歳

40～49歳

30～39歳

20～29歳

18～19歳

全体

n=1,754

北杜市民の幸福度の平均値：7.1 点 

山梨県民の幸福度の平均値：5.8 点 
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北杜市民の 10 年後の幸福度と山梨県民の５年後の幸福度の比較  

 

出典：「第４次北杜市総合計画の策定に関するアンケート（18 歳以上の高校生を除く市民対象）」及び「山梨総合

研究所・令和 7 年度自主研究「“シン”やまなし未来共創プロジェクト」調査」 

 

北杜市在住または市内の中学校及び高校に通学している 

中高生の幸福度（令和 7（2025）年度） 

 
出典：「第４次北杜市総合計画の策定に関するアンケート（北杜市在住または市内の中学校及び高校に通学してい

る中高生対象）」 

  

11.7%

7.4%

17.2%

14.8%

11.0%

19.2%

5.6% 5.6%

2.1%
1.2% 1.3%

2.9%

9.9%

4.3%

15.1%

12.1%

9.4%

25.9%

6.1% 6.5%

3.4% 2.4%
4.9%

0.0%
0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

10点 9点 8点 7点 6点 5点 4点 3点 2点 1点 0点 無回答

北杜市（n=1,754） 山梨県（n=865）

23.6%

8.5%

20.4%

17.7%

8.4%

13.4%

3.3%
2.0%

1.1% 0.5% 1.1%

0%

5%

10%

15%

20%

25%

10点 9点 8点 7点 6点 5点 4点 3点 2点 1点 0点
n=1,170

中高生の幸福度の平均値：7.4 点 

北杜市民の 10 年後の幸福度の平均値：6.5 点 

山梨県民の 5 年後の幸福度の平均値： 5.8 点 
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③ ５つの政策とWell-being 指標（満足度） 

目指すべき将来像を実現するための５つの政策について、それらに紐づく主な施策

ごとに、次のとおり成果指標として「Well-being 指標（満足度）」を設定します。 

 

政策 主な施策 Well-being 指標（満足度） 
総合戦略
上の KPI 

１． 

次 代 を 担 う こ

ども・若者が育

ち、希望あふれ

るまちづくり 

安心してこどもを生み育てられる
支援の充実 

北杜市では、子育て支援が手厚い 該当 

地域ぐるみの保育・子育ての実現 北杜市では、こどもたちがいきいきと暮らせる  

より良い教育環境の推進 
北杜市では、教育環境（小中高校）が整っている 

 

多様な学びの機会の確保  

若者・子育て世代の移住・交流の 

促進と関係人口の創出 

北杜市には、若者が活躍しやすい雰囲気がある 該当 

北杜市では、適度な費用で住居を確保できる  

２． 

と も に 支 え 合

い、生きがいと

健 康 を 実 感 で

き る ま ち づ く

り 

地域共生社会の実現の推進 
北杜市には、困ったときに相談できる人が身近にいる 該当 

北杜市には、生活に困ったときに相談する行政の窓口がある  

こころとからだの健康づくりの 
推進 

北杜市では、健康づくりがしやすい環境が整っている  

北杜市は、医療機関が充実している  

介護予防の強化と高齢者福祉の 
充実 

北杜市では、高齢者の介護・福祉施設のサービスが受けやす
い 

 

障がい児・者福祉の充実 北杜市では、障がい児・者の支援サービスが受けやすい  

３． 

誰 も が い つ ま

でも、自分らし

く 輝 け る ま ち

づくり 

誰もが活躍できるまちづくりの 

推進 

この町内（集落）には、どんな人の意見にも耳を傾ける雰囲

気がある 
 

市民参加・協働の推進 

北杜市では、地域活動への市民参加が盛んである  

私は、町内（集落）の人が困っていたら手助けをする 該当 

北杜市の行政では、市民への情報発信が積極的に行われてい
る 

 

私は、この町内（集落）に対して愛着を持っている  

ともに学び合う生涯学習の充実 北杜市では、学びたいことを学べる機会がある  

生涯を通したスポーツ・文化活動の
推進 

北杜市は、スポーツが盛んである  

北杜市は、文化・芸術・芸能が盛んで誇らしい  

４． 
新 た な 価 値 を

創造する、魅力
と 活 気 に 満 ち
たまちづくり 

豊かな自然が育む農林業の振興 
北杜市では、農業活動が積極的に行われている  

北杜市では、森林が適切に維持・活用されている  

地域資源を活用した観光のまち 
づくりの推進 

北杜市は、観光資源が豊富で誇らしい  

北杜市は、知名度やブランド力が高い  

特色を活かした産業基盤の確立、 

市内企業の支援 

北杜市は、日常の買い物にまったく不便がない  

北杜市には、新たなことに挑戦・成長するための機会がある 該当 

多様な働き方の推進 
北杜市では、適切な収入を得るための機会がある  

北杜市では、やりたい仕事を見つけやすい  

５． 

安全・安心で、
人 と 環 境 に 優
し い 快 適 な ま

ちづくり 

暮らしの安全と生活の安心を守る 北杜市では、防災対策がしっかりしている 該当 

環境に配慮した持続可能な社会の
構築 

北杜市では、リサイクルや再生可能エネルギー活用など、環
境への取組が盛んである 

 

自然と暮らしが共存するまち 

づくりの推進 

北杜市は、適切な土地利用が行われている  

北杜市では、身近に自然を感じることができる  

北杜市の空気や水は澄んでいてきれいだと感じる  

安全で快適なインフラ整備の促進 

北杜市では、道路、上下水道など生活インフラが計画的に維
持管理されている 

 

北杜市の水道の水がおいしいと感じる  

北杜市では、公共交通機関で、好きな時に好きなところへ移

動ができる 
 

行政改革の推進 
北杜市は、市民の意見が行政に伝えやすい 該当 

北杜市の行政は、地域のことを真剣に考えていると思う  
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3. 計画の実現に向けた進行管理・評価 

目指すべき将来像を実現するために、本計画に基づいて施策・事業を推進します。 

また、計画期間を通じて取組の実施状況やその結果を把握するとともに、まちづくりの進

捗状況を評価します。 

評価は、各施策・事務事業の取組の実施によりどのような結果（アウトプット）が得られ

たのか、計画期間の中間年度に実施する市民アンケート結果（Well-being 指標を含む）に

より市民からみてどのような成果（アウトカム）が得られたのか、の２つの視点から指標を

用いて行います。 

さらに、この評価結果を公表し、市政に関する透明性を確保するとともに、計画の見直し

を行います。 

これら一連の流れにより、目指すべき将来像を実現するための PDCA（Plan-Do-Check-

Action）サイクルを構築します。 

 

目指すべき将来像を実現するための PDCA サイクル 
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第４次 北杜市総合計画 

第２部 前期基本計画 

 

2026 ▶▶▶2030 
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1. 人口の現状と将来推計 

1.1. 総人口、年齢３区分別人口及び高齢化率の推移 

本市の総人口は、平成 31（2019）年以降、緩やかな減少傾向となっており、令和 7

（2025）年までの６年間で 1,737 人の減少となっています。 

また、年齢３区分別人口は、15 歳未満の年少人口及び 15 歳以上 65 歳未満の生産年齢

人口が減少する一方で、65 歳以上の老齢人口が増加し、高齢化率はこの６年間で 3.2 ポ

イント増加しています。 

 
出典：総務省「住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数調査」を基に作成 

  

4,544 4,508 4,450 4,330 4,245 4,099 4,000 

24,813 

24,273 24,021 23,727 23,333 22,930 22,815 
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40.0%
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0
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20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

45,000

50,000
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総人口、年齢３区分別人口及び高齢化率の推移

15歳未満 15歳以上65歳未満 65歳以上 高齢化率

（人）
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1.2. 将来推計人口 

本市の将来推計人口について、国立社会保障・人口問題研究所によると、令和 17（2035）

年には 4 万人を下回り、令和 42（2060）年には 3 万人を下回る推計となっています。 

また、本市で独自推計を行ったところ、令和 12（2030）年には４万人を下回り、令和 32

（2050）年には３万人を下回る推計となっています。 

今後、この推計をできる限り緩やかにするために、子育て世代が安全・安心に子育てでき

る環境づくりをしていくことで自然増を図るとともに、若者向けの移住・定住の推進をする

ことでさらなる社会増を目指します。 

 
 

出典：国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（令和５年推計）」を基に作成 
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44,053 

41,763 

39,310 

36,813 

34,255 
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パターン１（社人研推計準拠型シナリオ）

パターン２（対策実施型シナリオ）

パターン３（悲観型シナリオ）

（人）

本将来推計人口は、第３部の人口ビジョンにおいて、

算出根拠などについて詳細に記載しています。 
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2. 北杜市を取り巻く状況 

2.1. 産業 

(1) 産業 3 分類別就業人口 

本市の産業３分類別就業人口を見ると、令和 2（2020）年で第 1 次産業は 3,140 人、

第 2 次産業は 5,285 人、第 3 次産業は 12,814 人で、第 3 次産業が約６割を占めていま

す。 

また、平成 17（2005）年からの変化を見ても、人数の増減はあるものの、3 分類別の

割合に大きな変化はありません。 

 

 
出典：総務省「国勢調査」を基に作成 

 

(2) 産業分類別就業人口 

産業分類別就業人口を見ると、令和 2（2020）年は「製造業」が最も多く、次いで「農

業・林業」、「卸売業、小売業」、「医療、福祉」の順となっています。 

平成 17（2005）年には「農業・林業」が最も多かったものの、それ以降減少する一方

で、「医療、福祉」は増加を続けています。 
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出典：総務省「国勢調査」を基に作成

市内事業所の従業者数の推移
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男女別の産業別従業者数を見ると、男性は「製造業」が圧倒的に多く、女性は「卸売業、

小売業」、「医療、福祉」、「宿泊業、飲食サービス業」、「製造業」の順に多くなっています。 
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(3) 課税対象所得 

納税義務者一人当たりの課税対象所得を見ると、令和 3（2021）年度までは 2,800 千

円前後で推移していましたが、令和 4（2022）年度に 3,000 千円を超えて以降増加を続

け、令和 6（2024）年度には 3,388 千円となっています。 

この金額は、県内 13 市の平均値である 3,377 千円に近い値となっています。 

 

 
出典：総務省「市町村税課税状況等の調」を基に作成 

 

 

 
出典：総務省「市町村税課税状況等の調」を基に作成 
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2.2. 財政 

(1) これまでの取組 

本市は平成 18（2006）年度以降、北杜市行政改革大綱に基づく効率的かつ効果的な行

政運営を目指し、正規職員数の削減や公共事業費の縮減などを進めるとともに、市債残高

の削減と基金残高の積み増しを計画的に進めてきました。 

その結果、財政の早期健全化などを判断するための財政健全化判断比率のうち、実質公

債費比率＊については、制度が開始された平成 19（2007）年度は 19.0％でしたが、令和

6（2024）年度は 5.3％まで改善しています。 

 

 
 

(2) 現状と課題 

これまでの取組から、現在の本市の財政状況は健全化が図られています。 

しかしながら、本市のみならず、国全体において、少子高齢化に伴う生産年齢人口の減

少や社会保障費の増加など、収支バランスの均衡が危惧されます。 

さらに、本市においては、県内でも保有量が多い道路などの基盤整備や公共施設の更

新・維持管理費などの負担により、さらに財政状況が逼迫するおそれがあることも、持続

可能な行政運営を行っていく上での課題です。 
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(3) 今後の方策 

社会情勢の変化や市民ニーズに的確に対応していくためには、引き続き、自主財源の確

保や歳出の抑制に努めるなど、財政健全化に取り組む必要があります。 

しかしながら、本市の重要課題である人口減少・少子高齢化などに対応するため、基本

構想で示す「目指すべき将来像」の実現に向けて、人口減少対策や頻発する大規模自然災

害への対策、AI 技術の進展や DX 社会に対応した施策の推進に対し、政策資源を重点的

に投入していく必要があります。 

さらに、これまでにも増して、人材や労働力が希少となる「人材希少社会」において、

高度化する行政課題などに対応した人材の確保と育成を図りつつ、持続可能な行財政運

営を推進する必要があります。 
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2.3. 土地利用 

(1) 基本的な考え方 

本市では、概ね令和 12（2030）年までの中長期的なまちづくり構想及び実現の方針と

して策定した「まちづくり計画」において、将来像である「北杜市らしさを守り、育て、

未来につなげる、美しい環境のまち」の実現に向けた土地利用方針及びその実現の方針な

どをまとめています。 

 

(2) 地域特性に応じた土地利用の方針 

自然環境の保全、山林や農地の保全、心豊かな生活環境の形成、災害の防止などを考慮

するとともに、地理的条件、人口分布、産業構造などの特性を踏まえ、市域を主に 3 つの

ゾーン（森林保全ゾーン、里山保全ゾーン、田園集落ゾーン）に大区分して土地利用の方

針を設定しています。 

 

目的とするまちづくりの骨格構造 

 
出典：北杜市まちづくり計画より抜粋 
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出典：北杜市まちづくり計画より抜粋 

  

① 森林保全ゾーン 

県有林を主体とする山岳山林を森林保全ゾーンとします。 

環境保全の役割を持つ森林機能の保全、水源かん養＊、木材の生産、動植物の生息

などの保全を基本に、限定的に自然体験型レクリエーションの利用を行うものとし

ます。 

このため、開発の抑止を基本に、自然体験型レクリエーション機能の整備にあた

っては、環境への影響を評価し、適正な規制と誘導を進めます。 

 

② 里山保全ゾーン 

背後に森林保全ゾーンを抱える民有林地域などを里山保全ゾーンとし、自然との

ふれあい、別荘、リトリートの集落などの適正な利用を図りつつ、豊かな自然環境

の保全・回復と眺望などの保全を進めます。 

このため、周辺の優れた環境との調和や山林の再生などを特に必要とする地区で

の開発にあたっては、開発における高水準の緑化面積や宅地規模の確保など、開発

の規制・誘導策の検討と導入を目指します。 

なお、既に一定の別荘開発が見られる八ヶ岳高原ゾーンなどについては、緑の保

全・回復と質の高い別荘地としての地域再生策の検討を進めます。 

 

③ 田園集落ゾーン 

本市の生活圏の大部分を占める田園集落ゾーンは、昔ながらの美しい農村風景と

豊かな田園環境を保全しつつ、地域農業の振興、集落コミュニティの維持を図り、

安定した農村環境の維持・継承を進めます。 

このため、安定した農村環境の形成や集落コミュニティの維持に寄与し得る集落

近接の開発などを検討評価し、また集落宅地と同程度の宅地規模の確保を原則とし

て、開発を受け入れ、これと関わりのない分散的な別荘などの開発の抑止を目指し

ます。 
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2.4. アンケート調査結果の分析 

第４次北杜市総合計画の策定にあたり、これからのまちづくりに反映させていくことを

目的として、令和７（2025）年７月～８月に掛けて、北杜市内在住の満 18 歳以上の市民

（高校生を除く）3,000 人、北杜市内の中学校・高等学校に通学している生徒 2,368 人及

び北杜市内在住の中学生・高校生に対し、生活環境、地域の人間関係、自分らしい生き方の

満足度などについてアンケートを実施しました。 

アンケートは Well-being 指標を用い、市民及び中高生が 5 点満点で満足度を評価しまし

た。 

北杜市の施策項目について、市民及び中高生の満足度及び重要度に係る回答結果の平均

値をまとめると次の表のとおりとなりました。 

中でも、ピンク色の枠で囲った箇所で、重要度が平均値より高く、満足度が平均値より低

い項目が複数見られました。 

 

【市民で見られた重要度が高く満足度が低い項目】 

⚫ 医療機関の充実 

⚫ 買い物の利便性 

⚫ 介護・福祉サービス 

⚫ 行政職員への信頼 

⚫ 公共交通機関での移動 

⚫ 森林の維持・活用 

⚫ 若者の活躍しやすさ 

⚫ 相談できる行政窓口 

⚫ 市民の意見の伝えやすさ 

⚫ 障がい児・者支援サービス 

【上記以外で中高生に見られた重要度が高く満足度が低い項目】 

⚫ やりたい仕事のみつけやすさ 

⚫ 適切な収入を得る機会 

 

 本計画では、上記の項目の満足度について、施策目標としての目標値（R12）を基準値

（R6）より「＋0.3 ポイント」として設定し、重点的に取り組んでいくこととします。 

 なお、それ以外の項目の満足度については、目標値（R12）を基準値（R6）より     

「＋0.15 ポイント」として設定します。 

 各種事業の実施にあたっては、アンケート調査の結果を踏まえ、より効果的な実施とな

るよう努めます。 



 

33 

市民アンケート調査結果（重要度・満足度） 

  

子育て支援・補助

こどもの暮らしやすさ

教育環境

若者の活躍しやすさ

住居の確保

健康づくりのしやすさ

医療機関の充実

相談できる身近な人

相談できる行政窓口

介護・福祉サービス

障がい児・者支援サービス

地域活動への参加

近隣での手助け行政の情報発信

学びたいことが学べる機会

スポーツが盛ん

文化・芸術・芸能が盛ん

他者を受け入れる雰囲気

農業活動森林の維持・活用

観光資源

集落への愛着

地域の知名度・ブランド力

買い物の利便性

新たな事に挑戦・成長する機会

適切な収入を得る機会
やりたい仕事の見つけやすさ

消防・防災対策

環境への取組み

適切な土地利用

自然の身近さ

空気や水のきれいさ

生活インフラの維持管理

水道水のおいしさ

公共交通機関での移動

市民の意見の伝えやすさ

行政職員への信頼

高

高低低
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重要度平均

重要度
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重要度・高

重要度

満
足
度

満足度・低

重要度・低

施策目標の目標値 

＋0.3 ポイント 

施策目標の目標値 

＋0.15 ポイント 

施策目標の目標値 

＋0.15 ポイント 

施策目標の目標値 

＋0.15 ポイント 
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中高生アンケート調査結果（重要度・満足度） 
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2.5. 体系図 

基本構想の政策１から政策５について、前期基本計画における施策体系については次の

とおりです。 

 

 

 

  

1.1.1
妊娠、出産、子育てのライフステージに応じた

切れ目のない支援の充実

1.1.2 子育てに関する情報提供や子育て支援の充実

1.1.3 出産・子育てなどの経済的負担の軽減

1.1.4 支援を要する家庭・こどもへの支援の充実

1.2.1
多様な保育ニーズに応じた保育サービス・

幼児教育の提供

1.2.2 こどもが安心できる居場所づくりの推進

1.2.3 家庭・地域・関係機関などとの連携強化

1.3.1
確かな学力と未来の創り手に求められる力の育

成強化

1.3.2 こころとからだの健やかな育成の推進

1.4.1 多様なニーズに対応した学びや支援の充実

1.4.2 安全・安心に学べる教育環境の充実

1.5.1 若者・子育て世代の移住・定住の促進

1.5.2 若者の交流・定住・UIJターンの促進

1.5.3 多様なニーズに応じた住まいの確保

1.5.4 結婚意識の向上と出会いの場創出支援の強化

政策１　次代を担うこども・若者が育ち、 希望あふれるまちづくり

1.1

1.2

1.3

1.4

1.5

安心してこどもを生み育てられる支援の充実

地域ぐるみの保育・子育ての実現

より良い教育環境の推進

多様な学びの機会の確保

若者・子育て世代の移住・交流の促進と関係人口の創出

2.1.1 ともに支え合う地域福祉の推進

2.1.2 生活困窮者自立支援の推進

2.2.1 生涯にわたる健康づくりの推進

2.2.2 医療体制の充実

2.2.3 感染症予防対策の推進

2.3.1
介護予防と生きがいづくりによる社会参加の

推進

2.3.2 在宅での日常生活の支援

2.3.3 介護保険サービスの充実

2.4.1
障がい児・者のライフステージに応じた支援

の推進

2.4.2
障がい児・者の社会参加の促進及び雇用・

就労の支援

2.3

2.4

地域共生社会の実現の推進

こころとからだの健康づくりの推進

介護予防の強化と高齢者福祉の充実

障がい児・者福祉の充実

2.1

政策２　ともに支え合い、生きがいと健康を実感できるまちづくり

2.2

3.1.1 女性が活躍しやすい環境づくりの推進

3.1.2 ユニバーサル社会の実現に向けた取組の充実

3.1.3 広域連携、交流などの推進

3.2.1 市民活動による地域コミュニティの活性化

3.2.2
市民主体のまちづくりを支える広報・広聴

活動の充実

3.3.1 多種多様な生涯学習の機会と活動の場の提供

3.3.2 読書活動の推進

3.4.1 誰もがスポーツに触れる機会の創出

3.4.2 芸術・文化に触れる機会の充実と保存・継承

政策３　誰もがいつまでも、自分らしく輝ける まちづくり

3.1

3.2

3.3

3.4

誰もが活躍できるまちづくりの推進

市民参加・協働の推進

ともに学び合う生涯学習の充実

生涯を通したスポーツ・文化活動の推進
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4.1.1 農業の生産性及び収益向上への支援の充実

4.1.2 持続可能な農林業の環境づくりの推進

4.2.1
特色ある地域資源を活用した戦略的な観光

誘客の促進

4.2.2
特色ある地域資源を活用するための受入環境

整備

4.3.1
創業支援と企業誘致による魅力的な働く場

の創出

4.3.2 市内企業支援の充実

4.3.3 商業環境の魅力の創出

4.4.1
ワーク・ライフ・バランスに配慮した職場

づくりの推進

4.4.2 雇用機会の創出と多様な人材の活躍促進

4.1

4.2

4.3

4.4

豊かな自然が育む農林業の振興

地域資源を活用した観光のまちづくりの推進

特色を活かした産業基盤の確立、市内企業の支援

多様な働き方の推進

政策４　新たな価値を創造する、魅力と活気に満ちたまちづくり

5.1.1 地域防災力の向上

5.1.2 安全なまちづくりの推進

5.1.3 消費生活相談体制の強化と見守り体制の構築

5.2.1 循環型共生社会の実現

5.2.2 快適で良好な生活環境づくりの推進

5.3.1 美しい自然環境の保全の推進

5.3.2 開発と保全が調和する土地利用の推進

5.4.1
安全で安心して利用できる道路の確保と上下水

道サービスの提供

5.4.2
公共交通ネットワークの構築による移動手段の

確保

5.5.1 組織機能の強化と人材の育成

5.5.2 持続可能な行財政運営の推進

5.5.3 多様な主体との協働で推進するまちづくり

政策５　安全・安心で、人と環境に優しい快適なまちづくり

暮らしの安全と生活の安心を守る

環境に配慮した持続可能な社会の構築

自然と暮らしが共存するまちづくりの推進

安全で快適なインフラ整備の促進

行政改革の推進

5.1

5.2

5.3

5.4

5.5
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指標 基準値（R6） 目標値（R12） 

【Well-being 指標】 
北杜市では、子育て支援が手厚い 

3.18 点／5 点 3.33 点／5 点 

地域子育て支援拠点事業の当該年度の利

用登録率 
42.0% 50.0% 

この地域で、今後も子育てをしていきたい

人の割合 
97.6％ 100.0% 

妊娠期から出産・子育て期まで一貫して身近に相談できる場所があり、子育て

世代を支えることで、未来を担うこどもたちと、それを取り巻く人々が元気に

暮らせるまちを目指します。 

⚫ 子育て世代を支える、経済的支援や伴走型相談支援など、子育て支援の充実を目

指す中で、安心してこどもを生み育てる環境づくりは成果を上げています。 

⚫ 困難な状況にある家庭も存在するため、今後も個々の事情に寄り添った継続的な

支援が求められます。 

⚫ 地域子育て支援拠点の周知や利用機会の工夫によって利用者層は広がっています

が、子育て中の保護者の仲間づくり、社会参加の促進のため、更なる活用が課題

となっています。 

⚫ 今後は、多様な家庭に対応した支援の強化や、各種サービスがより利用しやすい

環境づくりを進めていくことが重要となります。 

３ 分野別基本方針 

政策 1 

次代を担うこども・若者が育ち、 

希望あふれるまちづくり 
 
1.1 安心してこどもを生み育てられる支援の充実 

目指す姿 

現状と課題  

施策目標  

総合戦略・KPI 
(若者・子育て) 

総合戦略・KPI 
(若者・子育て) 
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1.1.1 妊娠、出産、子育てのライフステージに応じた 

切れ目のない支援の充実 

 
 

1.1.2 子育てに関する情報提供や子育て支援の充実 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈相談体制の強化〉 

⚫ 妊娠期から出産・子育て期に渡る様々な相談に専門職がワンストップで対応し、

心身のケアや育児サポートなどのきめ細かい支援を行うため、母子保健及び児

童福祉を一体的に行うこども家庭センターの体制を強化します。 

〈こどもと親の健康確保と医療体制の充実〉 

⚫ 新生児訪問や乳幼児健診、各種相談などを通じて育児などに関する知識の普及

啓発、相談指導を強化します。 

⚫ 医療機関などとの連携のもと、小児救急医療体制の整備・情報提供、産婦人科

と小児科の開業支援、予防接種機会の確保など、妊娠、出産、子育てに関わる医

療体制の充実を図ります。 

〈子育て支援施設の整備、運営の充実〉 

⚫ ３世代が気軽に集い、交流ができる環境づくりを推進します。 

⚫ 既存の地域子育て支援施設の更なる有効活用の検討を行い、親子の交流を促進

します。 

〈子育て支援に関する情報提供の強化〉 

⚫ 子育て応援サイトの内容を充実し、SNS などを活用した情報発信を強化しま

す。 

⚫ 子育てサークルなどの団体の育成やその活動の支援を充実します。 

⚫ 関係機関との連絡調整を行う体制を整え、育児相談や情報提供を行い、妊婦や

子育て中の親子による地域の子育て支援事業や教育・保育施設の円滑な利用を

推進します。 

⚫ 保健センターや地域子育て支援拠点において、こどもとその保護者を対象に、

子育てに関する各種教室やイベントなどを行い、子育て支援策の充実を図りま

す。 

 主な取組概要 

総合戦略の取組
(若者・子育て) 
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1.1.3 出産・子育てなどの経済的負担の軽減 

 
 

1.1.4 支援を要する家庭・こどもへの支援の充実 

 
 

 

 

⚫ 北杜市こども計画・北杜市子ども・子育て支援事業計画 

⚫ 北杜市健康増進計画 

  

〈出産・子育ての経済的負担の軽減〉 

⚫ 妊婦一般健診や不妊治療費の助成及び 18 歳までの通院、入院医療費、住宅取

得支援、第１子からの保育料の無料化、小中学校や保育施設などの給食無料化

などにより、出産、子育てに関する経済的負担の軽減を図り、こどもを生み育

てやすい環境づくりを推進します。 

⚫ 全てのこどもが、その家庭の状況にかかわらず、健やかに育つことができる環

境を整え、経済的支援を図り、こどもたちの成長を支える取組を推進します。 

〈療育支援〉 

⚫ 新生児訪問や乳幼児健診、各種相談などを通じて、病気や発育・発達の遅れを

早期に発見し、医療や療育などの専門機関と連携しながら、こどもの成長や発

達に対する支援の充実を図ります。 

〈虐待・家庭内暴力（DV＊）の早期発見に向けた連携強化〉 

⚫ 虐待のおそれがある子、配偶者からの暴力の被害者などに対して、早期発見に

取り組み、関係機関との連携を強化し、支援の充実を図ります。 

〈こどもの貧困対策の推進〉 

⚫ 貧困の状態にあるこどもが健やかに成長する環境を整備するため、庁内で連携

を図りながら、地域や NPO 法人と協力し、食料支援などのこどもの貧困対策

の取組を推進します。 

〈ひとり親家庭などへの支援〉 

⚫ ひとり親家庭に対する育児サポート及び職業訓練など自立への支援や、ひとり

親家庭の通院及び入院医療費の経済的支援など充実を図り、ひとり親家庭の生

活の安定を図ります。 

 主な関連計画 
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指標 基準値（R6） 目標値（R12） 

【Well-being 指標】 
北杜市では、こどもたちがいきいきと
暮らせる 

3.30 点／5 点 3.45 点／5 点 

保育サービス・放課後児童クラブの利
用者の満足度 

96.8％ 
（保育サービス）

94.2% 
(放課後児童クラブ) 

100.0% 
（保育サービス）

100.0% 
(放課後児童クラブ) 

ファミリー・サポート・センターの延
べ利用件数 

1,736 件／年 1,800 件／年 

多様なニーズに応じた保育サービス・幼児教育の提供や、こどもの居場所づく

りを行うことで、地域全体でこどもを育てるまちを目指します。 

⚫ 保護者の多様な働き方に対応した、質の高いサービスや安心できる居場所の提供

により、保護者の満足度は高い状態です。 

⚫ ICT＊を活用した保育業務支援システムによる情報共有や連絡手段の利便性向上

により、保護者の負担軽減に成果が見られます。 

⚫ 支援内容の多様化や支援を必要とする家庭の増加により、全てのニーズに十分に

対応できていない状況で、子育て家庭とサービスの適切なマッチングが今後の課

題となっています。 

⚫ 今後は、更なる満足度の向上につなげるため、子育て家庭のニーズに添った支援

を進めていくことが重要となります。 

政策 1 

次代を担うこども・若者が育ち、 
希望あふれるまちづくり 
 

1.2 地域ぐるみの保育・子育ての実現 

目指す姿 

現状と課題  

施策目標  

総合戦略・KPI 
(デジタル) 
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1.2.1 多様な保育ニーズに応じた保育サービス・幼児教育の提供 

 
 

1.2.2 こどもが安心できる居場所づくりの推進 

 

  

 主な取組概要 

〈保育業務の ICT 化の推進〉 

⚫ ICT 化により保護者と保育士との情報共有が図られ、保護者とのコミュニケー

ションの円滑化や保育の質の向上につながっています。 

今後も保育士や保育現場の状況を確認しながら、ICT 環境の整備に努めます。 

〈多様な保育サービスの提供〉 

⚫ 多様化するニーズに対応できるよう、各種保育サービスの提供、私立の保育園・

市外の幼稚園に通う園児に対する支援など、質の高い保育の確保に努め、こど

もたちが安全に、そして安心して成長・発達できるよう保育環境の整備を進め

ます。 

⚫ 保育サービスの質の維持・向上と行財政の健全化を両立するため、市立保育園

の適正規模・適正配置に伴う再編整備を進めるとともに、民間活力の導入によ

る民営化などを検討します。 

〈保育園・認定こども園における幼児教育の推進〉 

⚫ 保育園、認定こども園の幼児期の教育から小学校における学校教育へ円滑に移

行できるよう、小学校と情報交換を密にするとともに、交流を深め、こどもの

成長や特性に応じた教育を展開します。 

⚫ 地域との交流活動、農業体験を行う教育ファーム事業、幼児環境教育事業など

を通じて、自然や文化を大切にする心やこどもの自己肯定感や多様性を認める

心を育てるとともに、小学校の学校教育や幼児教育につなげます。 

〈ファミリー・サポート・センターの推進（対象：0～12 歳）〉 

⚫ こどもの一時預かりや送迎など、子育ての援助を受けたい人（依頼会員）と援

助できる人（協力会員）との間の調整を行うとともに、支援人材の発掘、育成

を図り、地域における子育てに関する相互援助活動を促進します。 

〈放課後児童クラブなどの充実（対象：小学生）〉 

⚫ 放課後や長期休業中にこどもが充実した環境で過ごすことができるよう、放課

後児童クラブの ICT 化の推進や、放課後子ども教室の開催など、こどもが安心

できる居場所づくりに取り組むとともに、サービスの質の維持・向上を図るた

め、民間活力の導入も検討します。 

総合戦略の取組 
(デジタル) 
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1.2.3 家庭・地域・関係機関などとの連携強化 

 
 

 

 

⚫ 北杜市こども計画・北杜市子ども・子育て支援事業計画 

⚫ 北杜市保育園充実プラン 

⚫ 北杜市立保育園整備計画 

⚫ 北杜市生涯学習推進計画 

 

  

〈家庭教育力の向上〉 

⚫ 家庭の役割、家庭教育の重要性について、情報発信の充実に努めるととも

に、家族におけるこどもたちの基本的な生活習慣を推進します。 

〈地域教育力の向上〉 

⚫ 豊かな人間性や地域への愛着が育まれるよう、地域ぐるみでこどもを育てる

体制づくりと活動を支援します。 

〈青少年育成支援〉 

⚫ 青少年健全育成に向けた教育など、社会教育を行う上での推進体制の充実や

スポーツ・文化を通じた青少年の健全育成のための活動を支援します。 

 主な関連計画 
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指標 基準値（R6） 目標値（R12） 

【Well-being 指標】 
北杜市では、教育環境（小中高校）が整
っている 

3.01 点／5 点 3.16 点／5 点 

将来の夢や目標を持っている児童生徒
の割合 

80.8%（小） 
72.0%（中） 

90.0%（小） 
90.0%（中） 

学校給食での地場物産の使用割合 46.9％ 49.9% 

未来を担うこどもたちが主体性を持って学び、心豊かでたくましく成長できる

まちを目指します。 

⚫ 小中学校では、児童生徒一人ひとりが多様な学びや活動に参加できる機会が広が

っています。これにより、個々の興味や関心に応じた学習や、モデルとなる大人

との交流を通して、主体的に学ぶ姿勢が育まれています。 

⚫ 学校給食を通して地域の食文化や自然の恩恵に対する理解を深められるよう、食

育を推進しているものの、地元産の農産物の安定した供給などが課題となってい

ます。 

⚫ 今後は、未来を担うこども一人ひとりのニーズに応じた学びの機会づくりや、健

やかな心身の成長に資する食育の推進が重要となります。 

政策 1 

次代を担うこども・若者が育ち、 
希望あふれるまちづくり 
 

1.3 より良い教育環境の推進 

目指す姿 

現状と課題  

施策目標  
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1.3.1 確かな学力と未来の創り手に求められる力の育成強化 

 

1.3.2 こころとからだの健やかな育成の推進 

 
 

 

⚫ 北杜市の学校教育 

⚫ ほくと子ども読書の杜プラン（北杜市子ども読書活動推進計画） 

⚫ 北杜市生涯学習推進計画 

⚫ 北杜市食と農の杜づくり推進計画（北杜市食育推進計画） 

 主な取組概要 

〈社会変化に対応できる学ぶ力の育成〉 

⚫ きめ細やかで質の高い教育を行うため、少人数教育を推進し、こどもたちの学

ぶ力の育成を推進します。 

⚫ 児童生徒が自ら課題を解決する力を育むために、主体的・対話的で深い学びが

できるよう授業の改善を図ります。 

⚫ グローバル化に対応した国際感覚の豊かな人材を育成するため、外国語教育を

充実し、国際交流を推進します。 

〈教職員の資質能力の向上〉 

⚫ 教職員の授業力、指導力の向上を図り、幅広い分野・最新の教育情勢を捉えた

質の高い教育を推進します。 

〈特色ある中高一貫教育の推進〉 

⚫ スーパーサイエンスハイスクール＊の指定を受けている市立甲陵中学・高等学

校において、先進的な理数教育を実施するとともに、国際性を育むための計画

的取組、継続的な教育課程を展開します。 

〈道徳教育、読書活動の推進〉 

⚫ 人権の尊重や男女平等などに関する教育や、市立図書館と連携した児童生徒の

読書活動を推進します。 

〈特別支援教育の充実〉 

⚫ 児童生徒一人ひとりの教育ニーズに応じた教育環境の充実を図るとともに、教

育と福祉が連携し、一体的で切れ目のない指導や支援を推進します。 

〈インクルーシブ教育＊の推進〉 

⚫ 多様性を尊重する共生社会を実現するため、障がいの有無などにかかわらず、

こどもがともに学び合う教育を推進します。 

〈体力向上、スポーツ環境の整備〉 

⚫ スポーツを通じてこどもたちの豊かな心と健やかな身体の育成を図るため、学

校における運動量を確保する取組や、こどもの体力向上につながる取組を推進

します。 

〈郷土を愛する心の育成〉 

⚫ 地域の自然、歴史や文化などの理解を深める教育や、地域の人材や文化的資源

などを活用した教育を推進し、ふるさとを愛し、誇りに思う心の育成を推進し

ます。 

〈食育、地産地消の推進〉 

⚫ 未来を担う児童生徒の健やかな心身の成長に資するため、地域の農産物などを

取り入れた学校給食の充実や食育の取組を推進します。 

 主な関連計画 
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指標 基準値（R6） 目標値（R12） 

【Well-being 指標】 
北杜市では、教育環境（小中高校）が整っ
ている 

3.01 点／5 点 3.16 点／5 点 

学校に行くのは楽しいと思う児童生徒の
割合 

86.1%（小） 
83.0%（中） 

90.0%（小） 
90.0%（中） 

児童生徒の ICT 活用を指導することがで
きる教員の割合 

92.0％ 100.0% 

個々の状況に応じた多様な学びの機会を確保することで、こどもたちの豊かな

成長を支えるまちを目指します。 

⚫ 学校に行くのが楽しいと思う児童生徒数の割合は高い状態です。 

⚫ 長期欠席の児童生徒については国の動向と同様に増加傾向にあるものの、令和 6

（2024）年度から市内小中学校に校内支援教室＊を開設したことで、多様な児童

生徒の居場所が確保できるなど、一定の成果がみられます。 

⚫ 教員の ICT 活用に関する知識や技能の向上を図る研修の実施などが、教育活動の

質の向上につながっています。 

⚫ 今後も、個々の児童生徒の状況に合わせた学びの場や居場所の確保を進めるとと

もに、それに合わせた教職員の知識や技術の向上を図ることが重要となります。 

政策 1 

次代を担うこども・若者が育ち、 
希望あふれるまちづくり 
 

1.4 多様な学びの機会の確保 

目指す姿 

現状と課題  

施策目標  

総合戦略・KPI 
(デジタル) 
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1.4.1 多様なニーズに対応した学びや支援の充実 

 

  

 主な取組概要 

〈いじめ・不登校対策の推進と教育相談の充実〉 

⚫ 「北杜市いじめ防止基本方針」に基づき、学校・家庭・地域・関係機関などと

連携しながら、いじめ防止のための対策を総合的かつ効果的に推進します。 

⚫ いじめ防止対策の実効性を高め、学校の適切な対応の徹底を図るため、常時改

善に努めます。 

⚫ スクールカウンセラー＊・スクールソーシャルワーカー＊を活用して、複雑化・

多様化する児童生徒の教育課題に対する適切な指導について研究し、本市にお

ける指導体制の改善と充実を図ります。 

⚫ 教育支援センターや校内支援教室の設置などにより、不登校の児童生徒に対す

る支援を強化し、多様な学びを選択できるよう、児童生徒の居場所づくりを含

め、社会的自立に向けた具体的な支援の充実を図ります。 

⚫ 特別支援教育コーディネーター＊・早期支援コーディネーター＊を活用して、就

学や特別支援学級に関する相談などを通して、児童生徒の多様なニーズに対応

できるような支援の充実を図ります。 

〈コミュニティ・スクール＊の推進〉 

⚫ 学校・家庭・地域の連携・協働体制づくりに取り組み、コミュニティ・スクー

ルに関する活動を推進します。 

〈教員の児童生徒と向き合う時間の確保〉 

⚫ 教員の児童生徒と向き合う時間、授業準備の時間などを確保するため、学校に

おける業務の効率化や部活動の地域展開などを行いながら教員の働き方の改

善を図ります。 

⚫ 教職員のメンタルヘルスケアに取り組み、働きやすい職場環境を整えます。 
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1.4.2 安全・安心に学べる教育環境の充実 

 
 

 

 

⚫ 北杜市の学校教育 

⚫ 北杜市いじめ防止基本方針 

⚫ 北杜市立小中学校教育情報化整備計画 

⚫ 北杜市小学校施設中長期保全化計画 

⚫ 北杜市中学校施設中長期保全化計画 

  

〈安全・安心に学べる教育環境〉 

⚫ 時代に即した学校教育の充実を図ります。 

〈学校教育における ICT 化の推進〉 

⚫ 高度情報化に対応するため、ICT 機器を効果的に活用した教育を推進するとと

もに、プログラミング教育の充実を図ります。 

⚫ 情報活用能力の育成やより良い授業環境の構築を図るため、ICT 教育など、教

育教材の充実や学習環境の整備を図ります。 

⚫ GIGA スクール構想＊の推進に伴う端末の入れ替えやネットワークの整備、教

員の ICT スキルの向上を図り、児童生徒の情報活用能力の育成を推進します。 

〈施設の維持管理・整備〉 

⚫ 小学校・中学校のインフラ整備の更新などを計画的に進め、教育環境の充実を

図ります。 

⚫ 質の高い給食を提供するため、給食調理施設の計画的な整備などを図るととも

に、調理業務などの委託を進め、教育環境の充実を図ります。 

〈登下校時の安全確保と指導の徹底〉 

⚫ 効率的で安全なスクールバスの運行とスクールボランティアの巡回指導など

の協力により、児童生徒の登下校時の安全確保を推進します。 

総合戦略の取組 
(デジタル) 

 主な関連計画 
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指標 基準値（R6） 目標値（R12） 

【Well-being 指標】 
北杜市には、若者が活躍しやすい雰囲気
がある 

2.54 点／5 点 2.84 点／5 点 

【Well-being 指標】 
北杜市では、適度な費用で住居を確保で
きる 

3.12 点／5 点 3.27 点／5 点 

移住者数 642 人／年 708 人／年 

空き家バンクの成約件数 26 件／年 30 件／年 

若者や子育て世代を中心に、地域の人々と関わる関係人口が増加し、移住や定

住につながるまちを目指します。 

⚫ 本市では、近年、転入超過の状態が続いているものの、年齢層別に見ると、高齢

層では転入者が多い一方で、若年層では進学や就職を機に都市部へ流出する傾向

があり、転出者数が転入者数を上回っています。 

⚫ 持続可能な地域社会を実現するためには、若者や子育て世代の移住・定住の促進

に重点的に取り組むとともに、関係人口の更なる拡大を図ることが必要です。 

⚫ 今後は、若者や子育て世代が「この地域で暮らし、働きたい」と感じられるよう

な、活躍しやすい雰囲気づくりや、選ばれる地域づくりを進めることが重要とな

ります。 

政策 1 

次代を担うこども・若者が育ち、 
希望あふれるまちづくり 
 

1.5 若者・子育て世代の移住・交流の促進と関係人口

の創出 

 

目指す姿 

現状と課題  

施策目標  

総合戦略・KPI 
(若者・子育て) 

総合戦略・KPI 
(人口減少) 
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1.5.1 若者・子育て世代の移住・定住の促進 

 
 

1.5.2 若者の交流・定住・UIJ ターンの促進 

 

  

 主な取組概要 

＜情報発信の充実＞ 

⚫ 移住者、来訪者、滞在者を増加させるため、SNS などを活用したシティプロモ

ーションを強化します。 

⚫ 不動産業者と連携し、民間事業者が所有する空き家や住宅地の不動産情報を収

集し、空き家の物件情報などを公開するとともに、子育て住宅、中古物件など

の住まいや支援の情報発信を強化します。 

＜移住・定住相談体制の充実＞ 

⚫ 移住・定住相談窓口の強化を図るとともに、移住経験者などによる相談機会を

増やし、移住者目線できめ細かい相談・支援体制を強化します。 

〈新婚生活の支援〉 

⚫ 新婚の新生活を支援し、若者世代の市内定住の促進を図ります。 

〈若者の交流・定住の促進〉 

⚫ 新婚や若者の市内生活を支援するための助成制度や取組の拡充を検討し、若い

世代の定住や交流を促進します。 

⚫ 奨学金返済支援事業などの充実を図り、学ぶ意欲と能力があるこどもたちが、

経済的理由により進学や就学を断念することなく、安心して勉学に励むことが

できる環境を整備し、こどもたちの学習環境の充実を図ります。 

⚫ 若い世代に本市の魅力を知ってもらうため、若い世代のニーズを捉えた施設や

イベントの誘致に取り組み、関係人口を増やします。 

⚫ アウトドア、スポーツ、文化などの地域資源を活用した若者によるまちづくり

の提案及びその実践を支援し、若者の交流を促進します。 

⚫ 市民をはじめ、移住希望者・二地域居住＊者など、本市に関わる多様な人々に

よる交流イベントや会議を開催することにより、参加者が協働・共創できる関

係を構築し、関係人口の創出につなげます。 

⚫ 若者同士が交流する場を創出するとともに、地域住民や二地域居住者などと交

流できる機会を設けることで、地域愛の醸成を図ります。 

総合戦略の取組 
(若者・子育て) 

総合戦略の取組 
(人口減少) 
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1.5.3 多様なニーズに応じた住まいの確保 

 
 

1.5.4 結婚意識の向上と出会いの場創出支援の強化 

 
 

 

 

⚫ 八ヶ岳定住自立圏共生ビジョン 

⚫ 北杜市空き家等対策計画 

⚫ 北杜市営住宅総合活用計画・長寿命化計画 

  

〈子育て世代などへの住宅供給支援〉 

⚫ 市営の公営住宅及び市単独住宅（子育て支援住宅、定住促進住宅など）の適切

な維持管理に努めるとともに、これらの住宅の改修にあたっては、子育て世帯

や移住・定住を希望する若年夫婦世帯などの多様なニーズに配慮した改修を推

進します。 

〈子育て世代などの市内定住の促進〉 

⚫ 子育て支援住宅の入居者に対し、住宅用地や物件、金融情報など民間企業と連

携し、住宅取得に向けたライフ・プランニング相談などを実施し、市内定住を

促進します。 

〈結婚意識の向上〉 

⚫ 「出会いサポートセンター」の登録者数の拡大を図るとともに、民間団体との

連携により、特色あるイベントを通じた出会いの場を創出します。 

⚫ 結婚を求める世代に対して、情報発信を強化します。 

 主な関連計画 
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指標 基準値（R6） 目標値（R12） 

【Well-being 指標】 
北杜市には、困ったときに相談できる人が
身近にいる 

3.01 点／5 点 3.16 点／5 点 

【Well-being 指標】 
北杜市には、生活に困ったときに相談する
行政の窓口がある 

2.88 点／5 点 3.18 点／5 点 

ボランティア活動者数 1,599 人／年 1,600 人／年 

地域の中で支え合い、尊重し合いながら、誰もが役割と生きがいを持って安心

して暮らせるまちを目指します。 

⚫ ボランティア養成講座の開催や、学校・地域との連携によるボランティア活動の

推進など、住民同士が支え合う仕組みが広がったことで、ボランティアの活動者

数が増加しています。 

⚫ 困りごとが表面化しない支援を必要とする方へのアプローチが必要となりま

す。 

⚫ 今後は、相談から支援につなげる体制の強化や、潜在的な課題へのアプローチを

通して、各施策の結果を着実にあげていくとともに、困った時には行政に相談で

きる窓口があると感じてもらえる雰囲気を作っていくことが重要となります。 

政策 2 

ともに支え合い、生きがいと健康を 

実感できるまちづくり 

 

2.1 地域共生社会の実現の推進 

目指す姿 

現状と課題  

施策目標  

総合戦略・KPI 
(市民協働) 
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2.1.1 ともに支え合う地域福祉の推進 

 
 

2.1.2 生活困窮者自立支援の推進 

 
 

 

 

⚫ 北杜市地域福祉計画 

⚫ ほくとゆうゆうふれあい計画（北杜市老人福祉計画・介護保険事業計画） 

  

 主な取組概要 

〈包括的・重層的な支援体制の構築・連携強化〉 

⚫ 人と人、人と社会がつながり、一人ひとりが生きがいや役割を持ち、助け合い

ながら暮らしていくことができる地域共生社会の実現に向けた取組を強化し

ます。 

⚫ 認知症や独居の高齢者、引きこもりの方など、様々な困りごとを抱えている市

民が地域で安心して生活を続けられるよう、地域住民などによる見守り体制の

構築を支援し、地域福祉を推進します。 

〈地域福祉を担う人材の育成・活動支援〉 

⚫ 公的なサービスだけでは不足する支援を提供できる地域をつくるため、社会参

加の支援、地域福祉を支える人材の養成と支援を続けるための交流の場づくり

を行い、地域福祉を担う人材の育成を推進します。 

〈多機関が連携した総合相談支援体制の強化〉 

⚫ 介護、障がい、こども、困窮など複合化・複雑化する課題を抱える人たちの支

援ニーズに対応するため、分野や属性を超えた包括的な相談支援体制の構築に

取り組み、総合相談支援体制の強化を図ります。 

〈虐待防止、成年後見制度＊の利用促進〉 

⚫ 市内介護保険サービス事業所などに高齢者虐待対応関係の周知を行い、相談・

通報時に適切な業務が行えるよう体制強化を進めます。 

⚫ 権利擁護＊支援や成年後見制度の利用を促進するため、相談機能や地域連携ネ

ットワークの核となる中核機関の運営を支援し、成年後見制度の利用促進を図

ります。 

〈要配慮者の避難支援体制づくりの推進〉 

⚫ 高齢者や障がい児・者、避難時に一定の配慮が必要な要配慮者の地域における

見守りや避難支援体制づくりを推進します。 

〈生活困窮者自立支援制度＊〉 

⚫ 様々な課題を抱える生活困窮者に対して、生活困窮者自立支援制度に基づき、

深刻な事態に陥ることを未然に防ぐための予防的な支援を強化します。 

総合戦略の取組 
(市民協働) 

主な関連計画  
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指標 基準値（R6） 目標値（R12） 

【Well-being 指標】 
北杜市では、健康づくりがしやすい環境が
整っている 

2.99 点／5 点 3.14 点／5 点 

【Well-being 指標】 
北杜市は、医療機関が充実している 

2.66 点／5 点 2.96 点／5 点 

特定健診受診率 50.3％ 60.0％ 

健康づくりに取り組んでいる市民の人数 7,224 人／年 8,668 人／年 

一人当たりの医療費 34 万 9,520 円／年 34 万 9,520 円／年 

全ての世代の市民が自らの健康に関心を持ち、日頃から心身の健康づくりに取

り組むとともに、必要な時に適切な医療サービスを受けることができるまちを

目指します。 

⚫ 健康づくりに関する取組が進み、各事業への参加者が増え、健康意識の向上に

もつながっています。 

⚫ 特定健診受診率は依然として伸び悩んでおり、病気の予防や早期発見・早期治

療のためには、健康診断の受診を更に促す必要があります。 

⚫ 今後は、誰もが気軽に健康づくりに取り組める環境づくりや、必要な医療サー

ビスを安心して受けられる体制の強化が重要となります。 

政策 2 

ともに支え合い、生きがいと健康を 
実感できるまちづくり 
 

2.2 こころとからだの健康づくりの推進 

目指す姿 

現状と課題  

施策目標  
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2.2.1 生涯にわたる健康づくりの推進 

 
 

2.2.2 医療体制の充実 

 
 

2.2.3 感染症予防対策の推進 

 
 

  

 主な取組概要 

〈生活習慣病の早期発見・早期治療〉 

⚫ がん検診や特定健康診査などの受診率向上を図り、健診結果に基づく保健指導

を進めることで、生活習慣の改善やがんの早期発見など、生活習慣病の重症化

予防を推進します。 

〈健康づくりの強化、健康寿命の延伸〉 

⚫ こどもから高齢者まで幅広い世代が正しい健康知識を手軽に取得できる機会

を提供し、健康寿命の延伸を図ります。 

⚫ デジタル技術も活用しながら、市民自らによる適切な健康管理と健康づくりを

推進します。 

〈こころの健康づくりの推進〉 

⚫ 普及啓発活動事業などを通じ、こころの健康づくりを推進します。 

〈地域医療・救急医療体制の強化〉 

⚫ 医療機関相互の連携を強化し、在宅医療・救急医療・災害医療への対応を強化

するとともに、市立病院及び市立診療所の経営の健全化を図ります。 

⚫ 医師・看護師などの医療スタッフの確保に努めることで、市民に提供する医療

体制の維持と質の向上を図ります。 

〈国民健康保険制度、後期高齢者医療保険制度の健全な運営〉 

⚫ 医療保険制度を堅持するため、保険給付の適正化に努めるとともに、健康診査

や介護予防事業などと連携し、医療費の抑制に努め、医療保険制度の健全な運

営を推進します。 

〈感染症の予防対策〉 

⚫ 感染症の予防を徹底するため、予防接種、費用補助、感染症患者の受入体制の

確保などに努めます。 

⚫ 接種率の向上のため、分かりやすい情報提供を行うとともに、対象者が接種し

やすい環境整備などに取り組み、感染症予防対策の充実を図ります。 

〈感染症に対する理解浸透〉 

⚫ 感染症に対する市民の理解を促し、予防方法を周知するとともに、差別や分断

につながる過剰な反応の抑制に努めます。 
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⚫ 北杜市健康増進計画 

⚫ 北杜市自殺対策計画 

⚫ 北杜市立病院経営強化プラン 

⚫ 北杜市国民健康保険保健事業実施計画（データヘルス計画） 

⚫ 北杜市特定健康診査等実施計画 

⚫ 北杜市地域福祉計画 

⚫ 北杜市食と農の杜づくり推進計画（北杜市食育推進計画） 

  

主な関連計画  
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指標 基準値（R6） 目標値（R12） 

【Well-being 指標】 
北杜市では、高齢者の介護・福祉施設
のサービスが受けやすい 

2.90 点／5 点 3.20 点／5 点 

高齢者の住民主体の通いの場の参加者
実人数 

585 人／年 600 人／年 

新規要支援・要介護認定者の平均要介
護度 

1.7 1.5 

高齢者が健康で生きがいを持って、住み慣れた地域で日常生活を過ごすことが

できるとともに、必要とする介護サービスを適切に利用できるまちを目指しま

す。 

⚫ 介護予防サポートリーダー＊が、介護予防に特化した通いの場を運営し、介護予

防を担う人材の育成や研修を継続的に実施しており、その結果、地域における介

護予防活動が徐々に広がっています。 

⚫ 通いの場がない地域があることや、担い手の高齢化が課題となっています。 

⚫ 今後は、団塊世代の高齢化により介護認定率が上昇し、元気な高齢者の割合が減

少傾向にあることから、更なる介護予防の取組が重要となります。 

政策 2 

ともに支え合い、生きがいと健康を 
実感できるまちづくり 
 

2.3 介護予防の強化と高齢者福祉の充実 

目指す姿 

現状と課題  

施策目標  
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2.3.1 介護予防と生きがいづくりによる社会参加の推進 

 
 

2.3.2 在宅での日常生活の支援 

 

  

 主な取組概要 

〈介護予防と生きがいづくり〉 

⚫ 高齢期を健康で活動的に過ごせるよう、介護予防やフレイル＊予防、高齢者の

健康づくり、生きがいづくりのための取組を推進します。 

⚫ 高齢者の活躍の場、生きがいの場を創出するとともに、高齢者の生きがいづく

りや社会参加を促進する人材の育成を目的とした講座などを開催し、日常生活

を支え合う地域の仕組みづくりと一人ひとりの介護予防に取り組み、高齢者の

社会参加の促進を図ります。 

〈地域包括ケアシステムの更なる深化・推進〉 

⚫ 高齢者が住み慣れた地域で暮らし続けることができるよう、医療、介護、介護

予防・生活支援、住まいのサービスが一体的に提供される地域包括ケアシステ

ムの更なる深化・推進を図ります。 

⚫ 移動支援や生活支援を行う住民主体型のボランティア団体を創出し、継続でき

る地域での支え合い活動を推進します。 

〈在宅医療・介護の充実〉 

⚫ 市内の在宅医療・介護の提供体制を把握し、取りまとめた情報を提供し、在宅

医療・介護の充実を図ります。 

⚫ 医療・介護人材の確保と既存従事者の人材育成・定着の促進に向けての取組を

推進します。 

⚫ ケアラー＊に対する困りごとや不安などの訴えの傾聴など、相談支援の強化を

図ります。 

⚫ ケアラーが適切な介護知識や技術、認知症の対応方法を習得できるよう教室や

交流会を開催し、認知症施策を推進します。 

〈認知症対策の充実〉 

⚫ 認知症の早期発見、早期診断に向けて認知症初期集中支援チームによる支援体

制を構築します。 

⚫ 市民に対して、世代を問わず認知症サポーター養成講座を開催し、認知症に対

する正しい理解を深めます。 

⚫ 認知症本人や家族の身近な生活支援ニーズと支援者をつなぐ仕組みづくりを

推進します。 



 

58 

2.3.3 介護保険サービスの充実 

 
 

 

 

 

⚫ 北杜市地域福祉計画 

⚫ ほくとゆうゆうふれあい計画（北杜市老人福祉計画・介護保険事業計画） 

  

〈介護保険サービス提供体制の確保〉 

⚫ 介護が必要な方が、住み慣れた地域で安心して暮らすことができるよう、介護

保険サービスの提供体制を確保し、介護保険サービスの充実を図ります。 

⚫ 介護保険サービスの需要見込みを踏まえた介護人材の確保を図るため、入職促

進、資質向上、定着促進（離職防止）の取組を支援し、介護保険サービスの充

実を図ります。 

〈介護認定及び給付の適正化の推進〉 

⚫ 介護保険制度の安定的な運営を図るため、公正な介護認定に努めるとともに、

給付の適正化事業や介護サービスの質の向上を図ります。 

⚫ 介護ロボットや ICT などのテクノロジーを活用し、業務の改善や効率化などを

進めることにより、介護職員・保険者・地域包括支援センターの業務負担軽減

を図るとともに、生み出した時間を直接的な介護支援の業務に充て、介護サー

ビスの質の向上に努めます。 

主な関連計画  
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指標 基準値（R6） 目標値（R12） 

【Well-being 指標】 
北杜市では、障がい児・者の支援サービスが
受けやすい 

2.87 点／5 点 3.17 点／5 点 

施設入居者などの地域移行支援などの利用
者数 

92 人／年 98 人／年 

障がいの有無に関係なく社会参加が可能となり、自立して住み慣れた地域で安

心して暮らすことができるまちを目指します。 

⚫ 障がい児・者の地域移行支援については、施設入居者数が減少傾向にあります。 

⚫ 相談支援事業所や計画相談員の人材不足や、障がい児・者が地域で生活すること

への不安から、地域移行が進んでいません。 

⚫ 今後は、障がい児・者が安心して地域で暮らせるよう、支援体制の強化や相談し

やすい環境づくりが重要となります。 

政策 2 

ともに支え合い、生きがいと健康を 
実感できるまちづくり 
 

2.4 障がい児・者福祉の充実 

目指す姿 

現状と課題  

施策目標  
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2.4.1 障がい児・者のライフステージに応じた支援の推進 

 
 

2.4.2 障がい児・者の社会参加の促進及び雇用・就労の支援 

 
 

 

 

⚫ ほくと障がい者計画・北杜市障がい福祉計画・北杜市障がい児福祉計画 

 主な取組概要 

〈相談支援体制の充実〉 

⚫ 障がい児・者やその家族が気軽に福祉サービスや日常生活など総合的な相談支

援を受けることができるよう、相談支援体制の充実を図ります。 

〈地域生活支援拠点の機能強化〉 

⚫ 障がい児・者の重度化や高齢化、「親亡き後」を見据えて障がい児・者などが住

み慣れた地域で安心して暮らしていけるよう、相談や緊急時の受入れ・対応、

体験の機会・場の提供、専門的人材の確保・養成などの機能を備えた地域生活

支援拠点の強化を図ります。 

〈障がい児・者の保健・福祉サービスの充実〉 

⚫ 障がい児・者の自己決定に基づく自立した生活を支援するため、障がいの状態、

生活の実態などに応じた適切な保健・福祉サービスの充実を図ります。 

〈障がい児に対する地域支援体制の構築〉 

⚫ 発達に気がかりのある段階から障がい児本人やその保護者に対する継続的な

相談支援を行うとともに、関係機関との連携を強化し、支援体制の充実を図り

ます。 

⚫ 児童発達支援センターの広域での設置及び重症心身障がい児を支援する児童

発達支援事業所及び放課後等デイサービス事業所の確保に努めます。 

〈社会参加の促進〉 

⚫ 障がい者が、地域で社会生活を送る上で必要となる移動やコミュニケーション

の支援、居場所づくり、住民理解など支え合いながら暮らせる地域共生社会に

向けた理解促進を図ります。 

〈就労支援〉 

⚫ 就労支援や生活支援に向けた相談支援を行うとともに、障がい者の雇用につな

がるよう、事業所などとの連携強化を図ります。 

〈施設から地域への生活拠点の移行支援〉 

⚫ 福祉施設や病院から地域生活への移行を進めるため、グループホームの充実や

自立生活援助などの生活支援体制の構築に努めます。 

〈ノーマライゼーション＊の概念の普及、権利擁護の推進〉 

⚫ 障がい者の自立と社会参加に関わるあらゆる場面で、障がいを理由とする差別

が生じることなく、権利が守られるようノーマライゼーションの概念の普及・

定着を図ります。 

⚫ 障がい児・者に対する虐待の未然防止、早期発見・対応、適切な支援などの取

組により、権利擁護を推進します。 

主な関連計画  
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指標 基準値（R6） 目標値（R12） 

【Well-being 指標】 
この町内（集落）には、どんな人の意見
にも耳を傾ける雰囲気がある 

2.57 点／5 点 2.72 点／5 点 

審議会などにおける女性委員の割合 29.8％ 33.2％ 

外国人向けのサービス実施数 4 件／年 5 件／年 

全ての市民が互いの文化や多様な価値観を認め合い、誰もが住みやすく活躍で

きるまちを目指します。 

⚫ 男女共同参画社会への理解は徐々に広まりつつあり、女性が本市の政策や方針、

計画の立案などに参画する機会も増えつつあるものの、性別による固定的な役

割分担意識など、ジェンダーギャップ＊が依然として存在しています。 

⚫ 外国人向けサービスについては、日本語教室の開催や、外国語対応の情報発信・

交流機会の創出などの取組を進めてきました。 

⚫ 広域連携や交流などを通じて、異なる地域との交流や親善が図られ、他者を受け

入れる力を育んでいます。 

⚫ 今後は、多様な住民同士のつながりや行政への参画機会の拡充、異なる地域との

交流などにより、他者の意見にも耳を傾ける雰囲気の醸成が課題となります。 

政策 3 

誰もがいつまでも、自分らしく輝ける 

まちづくり 

 

3.1 誰もが活躍できるまちづくりの推進 

目指す姿 

現状と課題  

施策目標  

総合戦略・KPI 
(若者・子育て) 
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3.1.1 女性が活躍しやすい環境づくりの推進 

 
 

3.1.2 ユニバーサル社会の実現に向けた取組の充実 

 

  

 主な取組概要 

〈男女共同参画の推進〉 

⚫ 男女が互いにその人権を尊重し、性別などに捉われることなく、その個性と能

力を十分発揮できる男女共同参画社会実現のための多様な取組を推進します。 

⚫ 子育て・家庭と仕事の両立が図られ、性別によらず誰もが活躍できる環境づく

りに取り組み、女性が活躍しやすい環境づくりを推進します。 

⚫ 職場や地域活動をはじめとする様々な団体などへの女性の参画率が低いこと

から、企業・地域などでの女性活躍の好事例を収集し、普及啓発を強化します。 

⚫ DV やデート DV＊を根絶するため、相談支援体制及び啓発を充実し、暴力を許

さないという市民の意識向上を図ります。 

〈多様性、人権意識の醸成〉 

⚫ 人権に関する啓発や教育を行うとともに、人権問題に関して悩みや不安を抱え

る市民に対し、相談などの支援を行い、人権意識の更なる醸成を図ります。 

⚫ こどもの人格とその個性が大切にされ、心が豊かに育まれる地域社会の構築を

目指すとともに、人権教育と啓発に努めます。 

⚫ 全ての人が多様性を認識するだけではなく、一人ひとりが受け入れ、尊重する

ことによって個人の力が発揮できる環境整備に努めます。 

⚫ 性別、国籍、LGBTQ＊をはじめとする性的マイノリティなどに対する偏見や差

別の解消に向けた取組を推進します。 

〈多文化共生と国際交流の推進〉 

⚫ 外国人との共生社会を実現するため、ICT を活用して行政サービスの多言語化

などを推進するとともに、市民、事業者、学校などの連携による交流機会の創

出に取り組み、多文化共生と国際交流を推進します。 

⚫ 外国人の生活基盤支援を充実させるため、地域におけるつながりの強化や、日

本語を学ぶ機会の創出、就業支援など地域・社会での活躍促進を図ります。 

⚫ 国際親善、文化交流、相互理解を促進するため、海外都市との教育・文化・産

業など様々な分野における交流を推進します。 

総合戦略の取組 
(若者・子育て) 
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3.1.3 広域連携、交流などの推進 

 
 

 

 

 

⚫ ほくとほほえみ夢プラン（北杜市男女共同参画推進プラン） 

⚫ 八ヶ岳定住自立圏共生ビジョン 

⚫ やまなし県央連携中枢都市圏ビジョン 

  

〈八ヶ岳定住自立圏＊の推進〉 

⚫ 本市を中心とした富士見町、原村との八ヶ岳定住自立圏の協定に基づき策定し

た「八ヶ岳定住自立圏共生ビジョン」を推進します。 

〈やまなし県央連携中枢都市圏（県央ネットやまなし）＊の推進〉 

⚫ 甲府市を中心とする連携中枢都市圏の構成自治体として、連携自治体と連携し

ながら、地域経済の活性化や行政サービスの維持・向上に向けた取組を推進し

ます。 

〈国内姉妹都市交流の推進〉 

⚫ 地域の振興・活性化を図るため、国内姉妹・友好都市などの市民・民間事業者

などの交流や防災に関する相互協力を促進します。 

主な関連計画  
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指標 基準値（R6） 目標値（R12） 

【Well-being 指標】 
北杜市では、地域活動への市民参加が盛んである 

2.93 点／5 点 3.08 点／5 点 

【Well-being 指標】 
私は、町内（集落）の人が困っていたら手助けをする 

3.42 点／5 点 3.57 点／5 点 

【Well-being 指標】 
北杜市の行政では、市民への情報発信が積極的に
行われている 

2.99 点／5 点 3.14 点／5 点 

【Well-being 指標】 
私は、この町内（集落）に対して愛着を持っている 

3.68 点／5 点 3.83 点／5 点 

広聴活動への市民の参画人数 325 人／年 380 人／年 

行政区加入率 66.4％ 66.4% 

ふるさと納税寄附額 
20 億 9,761 万
3,181 円/年 

30 億円/年 

市民が地域課題を共有し、各種団体、企業、行政などと連携・協力しながらま

ちづくりを進めるとともに、住民同士が交流を図り、活気ある地域活動が展開

されるまちを目指します。 

⚫ 市民が主体的に参加し、市政に意見を届ける機会を設けており、市長への手紙や

パブリックコメントなどを通じて一定の参加が見られます。 

⚫ 行政区への加入率は減少傾向にあり、住民同士のつながりや行政区の役割への

理解促進も課題となっています。 

⚫ 今後は、市民が気軽に地域や行政の活動へ参加できる環境づくりや、多様な意見

を尊重することが重要となります。 

政策 3 

誰もがいつまでも、自分らしく輝ける 
まちづくり 
 

3.2 市民参加・協働の推進 

目指す姿 

現状と課題  

施策目標  

総合戦略・KPI 
(市民協働) 

総合戦略・KPI 
(市民協働) 
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3.2.1 市民活動による地域コミュニティの活性化 

 

  

 主な取組概要 

〈市民の自発的・主体的な取組支援〉 

⚫ 市民との協働によるまちづくりを推進するため、市民が自主性と主体性を持

ち、公益的な活動が行えるよう支援し、住民自治の促進を図ります。 

〈地域課題解決のための活動支援〉 

⚫ 複雑、多様化する地域課題に対応するため、行政だけではなく、市民、事業者、

大学などの教育研究機関、地域コミュニティ、各種団体といった多様な主体と

の連携を進めていきます。 

〈地域自治活動の推進〉 

⚫ 地域の支え合いを大切にし、人と人、地域と地域をつなぐ自治活動を推進する

ため、地域の自治活動の意義の啓発活動を強化します。 

⚫ 行政区への加入促進を図るため、転入時の窓口において「行政区への加入の御

案内」を配布します。 

⚫ 行政区の役員に対しては区長会の開催時を通じて、「行政区ハンドブック」に

より行政区の役割や活動内容、加入のメリットなどを説明し、地域自治活動を

更に推進します。 

⚫ 先進地の事例を参考に加入率向上につながる新たな取組を検討し、市民活動に

よる地域コミュニティの活性化を図ります。 

総合戦略・KPI 
(市民協働) 
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3.2.2 市民主体のまちづくりを支える広報・広聴活動の充実 

 

  

〈多様な主体が市政に参加できる機会創出〉 

⚫ 多様な主体が市政に参加できるまちづくりを推進するため、計画から実施まで

の様々な段階で、アンケートや検討委員会などの参画機会を創出し、多様な主

体のニーズなどの収集・反映を行いながら事業を進めます。 

〈地域団体や NPO 法人などの活動支援〉 

⚫ 様々な分野において主体的な活動が行われるよう、まちづくり活動を行う地域

活動団体や NPO 法人などの交流を促進するなどの支援に取り組み、地域団体

や NPO 法人などの活動の活性化を図ります。 

〈広聴の充実〉 

⚫ 市政への市民参加を促進するため、「市長への手紙」「北杜市の未来を語る集い」

「パブリックコメント」などによる広聴制度の充実を図るとともに、市民から

の意見などを市政運営に反映し、広聴の充実を図ります。 

⚫ 本市の重要施策や事業について、幅広い世代が気軽に要望・提案などができる

機会の確保を強化します。 

〈広報の充実〉 

⚫ 地域情報及び行政情報を広報紙、ホームページ、SNS などの多様な手段で積極

的に発信し、幅広い世代の市民に伝わる広報に取り組むとともに、市民が市政

に参加しやすい環境づくりを推進します。 

〈戦略的シティプロモーション＊の推進〉 

⚫ 本市の魅力を戦略的に発信し、本市の認知度と価値を高めることで、関係人口

の拡大と市民の市への誇りと愛着の醸成につなげます。 

⚫ フィルムコミッション＊の誘致や北杜市ふるさと親善大使などと連携し、全国

に向けた魅力発信に取り組み、本市の更なる魅力向上に努めます。 

⚫ 本市の魅力を全国に発信し、ふるさと納税を通じて、本市の応援者の増加を図

ります。 

⚫ 企業版ふるさと納税の取組を推進し、本市の応援企業の増加を図り、特色ある

地方創生事業の推進につなげます。 

〈情報公開の推進〉 

⚫ 行政情報を積極的に公開し、市民が市政に関する情報に容易にアクセスできる

ように努めます。 
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指標 基準値（R6） 目標値（R12） 

【Well-being 指標】 
北杜市では、学びたいことを学べる機会
がある 

2.76 点／5 点 2.91 点／5 点 

生涯学習講座開催事業参加者数 3,534 人／年 3,640 人／年 

市立図書館の新規利用登録者数 875 人／年 976 人／年 

豊かで活力ある生活を送れる生涯学習の機会が提供され、市民や様々な団体が

つながり合う、持続的な学びと活動が循環するまちを目指します。 

⚫ 生涯学習講座については、身近な題材もテーマとしていることから参加者は増

加傾向にあります。 

⚫ 市立図書館の新規利用登録者数は、人口減少や少子高齢化の影響もあり、ほぼ横

ばいとなっています。 

⚫ 今後は、多様なニーズに対応した学びの機会の充実や、気軽に参加できる環境づ

くりにより、誰もが学びたいことを学べる機会の確保が重要となります。 

政策 3 

誰もがいつまでも、自分らしく輝ける 
まちづくり 
 

3.3 ともに学び合う生涯学習の充実 

目指す姿 

現状と課題  

施策目標  
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3.3.1 多種多様な生涯学習の機会と活動の場の提供 

 
 

3.3.2 読書活動の推進 

 
 

 

 

 

⚫ 北杜市生涯学習推進計画 

⚫ ほくと子ども読書の杜プラン（北杜市子ども読書活動推進計画） 

  

 主な取組概要 

〈生涯学習活動の支援〉 

⚫ 市民の学習に対するニーズを把握し、ライフステージに応じた各種講座や教室

など様々な学習機会に関する情報を提供し、生涯学習活動の促進を図ります。 

⚫ 学習講座などの企画段階から市民参加を推進し、地域の自主的な活動団体の育

成や支援に取り組み、生涯学習活動の促進を図ります。 

⚫ 多くの市民が各種活動に参加できるよう、社会教育の拠点となる施設環境の整

備などに努めます。 

〈社会教育を推進する人材の育成・支援〉 

⚫ 社会教育委員の研修や研究・調査機能などを強化するとともに、地域活動や各

種事業への参加を促進し、的確な社会教育の計画の推進に努めます。 

〈公民館分館活動などの支援〉 

⚫ 地域連帯意識の形成に資するため、地域活動の拠点としての公民館分館におけ

る活動などを支援し、公民館分館活動などの活性化を図ります。 

〈図書館の機能強化〉 

⚫ 持続可能な図書館運営の検討を進めるとともに、市民交流など新たな価値創出

の拠点としての機能強化・充実に取り組みます。 

⚫ 図書館利用者の利便性向上に向けた取組を進めるとともに、図書館ボランティ

アの活性化を図ります。 

〈子ども読書活動の推進〉 

⚫ 家庭、地域、学校において、こどもが読書に親しむ機会の提供と充実を図りま

す。 

主な関連計画  
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指標 基準値（R6） 目標値（R12） 

【Well-being 指標】 
北杜市は、スポーツが盛んである 

2.81 点／5 点 2.96 点／5 点 

【Well-being 指標】 
北杜市は、文化・芸術・芸能が盛んで誇らし
い 

2.92 点／5 点 3.07 点／5 点 

市立スポーツ施設の延べ利用者数 35 万 4,638 人／年   36 万人／年 

芸術文化自主・共催事業入場者数 1,912 人／年 1,969 人／年 

生涯スポーツや芸術・文化に触れる機会が充実し、全ての市民が日常的にスポ

ーツや芸術・文化活動に親しみ、心身ともに健康に暮らせるまちを目指します。 

⚫ スポーツ施設では、様々な取組により、利用者数が大きく増加しています。さら

に、市スポーツ協会や市スポーツ少年団などの積極的な活動推進により、市民が

スポーツに親しむ機会が確保されています。 

⚫ 芸術文化事業についても様々な取組が進められていますが、多くの市民が関心

を持てる事業の選定が難しい状況です。 

⚫ 今後は、より多くの市民が興味を持てるスポーツ・文化活動の企画や、誰もが気

軽に参加できる環境づくりにより、参加者層の更なる拡大が重要となります。 

政策 3 

誰もがいつまでも、自分らしく輝ける 
まちづくり 
 

3.4 生涯を通したスポーツ・文化活動の推進 

目指す姿 

現状と課題  

施策目標  
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3.4.1 誰もがスポーツに触れる機会の創出 

 
 

3.4.2 芸術・文化に触れる機会の充実と保存・継承 

 

 

 

 

⚫ 北杜市生涯学習推進計画 

 主な取組概要 

〈スポーツを通じた市民の交流・健康増進〉 

⚫ スポーツを通じた市民の交流・健康増進を図るため、市立スポーツ施設の環境

整備などに努めるとともに、スポーツ振興団体の支援や指導者の養成、アスリ

ートの育成を行い、市民のスポーツ活動やレクリエーションの機会を拡充しま

す。 

⚫ 本市で培われてきた地域に根差したスポーツの活動を支援し、人的・文化的な

交流を国内外にも広げることで、地域活性化につなげます。 

⚫ スケート文化の承継を図るため、環境を整備し、大会・イベントを開催すると

ともに、周辺地域の活性化を促進します。 

〈こどもの体力づくりの支援〉 

⚫ 市スポーツ少年団の指導者の育成、一流のアスリートによるスポーツ教室、親

子でのスポーツ（運動・遊び）を行う機会の創出など、こどものスポーツへの

興味を引き出し、体力の向上につなげます。 

〈障がい者スポーツの推進〉 

⚫ 障がい者スポーツの普及促進に向け、地域において障がい児・者が継続的にス

ポーツに参加できる環境の整備を促進します。 

〈市民による芸術・ 文化活動の推進〉 

⚫ 市民の芸術・文化活動を促進するため、芸術・文化振興団体の総合的な支援や

こどもの頃から芸術・文化を身近に感じ、親しみ、生涯にわたって学び続けら

れるよう、クラシックコンサートや演劇などの鑑賞会を実施し、文化・芸術に

ふれる機会を創出します。 

〈文化財の保護・活用〉 

⚫ 市域の歴史や文化を守り、継承するため、市指定文化財の新規指定や見直し、

市民・関係団体との連携など、文化財の保存と活用についての取組を総合的・

計画的に進め、文化財の保護・活用を推進します。 

⚫ こどもから大人まで、地域の文化財の保全や伝承に関心が持てるよう、市内の

文化財の情報発信を強化するとともに、文化財に関する学習活動を推進しま

す。 

〈資料館活動の充実〉 

⚫ 市域に残された歴史や民俗、日本遺産に認定された縄文土器をはじめとする遺

跡からの出土品、浅川伯教・巧兄弟＊をはじめとする本市ゆかりの先人たちの

功績など、郷土に関する資料の収集保管・調査研究・展示公開・教育普及の各

活動を充実させるとともに、資料館活動の充実を図ります。 

主な関連計画  
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指標 基準値（R6） 目標値（R12） 

【Well-being 指標】 
北杜市では、農業活動が積極的に行われて
いる 

3.45 点／5 点 3.60 点／5 点 

【Well-being 指標】 
北杜市では、森林が適切に維持・活用され
ている 

2.80 点／5 点 3.10 点／5 点 

新規就農者数（法人・個人） 34 経営体／年 34 経営体／年 

農業産出額 
91 億 1,000 

万円／年 
(R5) 

100 億円／年 

森林整備面積 118.4ha／年 120.0ha／年 

地域資源を活用し、環境に配慮した安全・安心な農作物の栽培面積を拡大する

とともに、森林の多面的な機能の強化を図り、次世代へと受け継がれる持続可

能な農林業が展開されるまちを目指します。 

⚫ 農業分野では、新規就農者が着実に増加しています。担い手が継続して活躍でき

るよう、県などと連携し、相談や面談を行いながら就農の促進に取り組んでいま

す。 

⚫ 林業分野では生産活動の低迷や間伐の未実施により、適切な管理が十分に行き

届いていない状況があります。 

⚫ 今後は、農業の担い手育成や林業の持続可能な管理体制の強化をするとともに、

地域資源の有効活用を図ることが重要となります。 

政策 4 

新たな価値を創造する、魅力と活気に満ちた

まちづくり 

 

4.1 豊かな自然が育む農林業の振興 

目指す姿 

現状と課題  

施策目標  
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4.1.1 農業の生産性及び収益向上への支援の充実 

 
 

4.1.2 持続可能な農林業の環境づくりの推進 

 
 

 

⚫ 北杜市鳥獣被害防止計画 

⚫ 「森林・観光」資源を活用した北杜市地域活性化計画 

⚫ 北杜市食と農の杜づくり推進計画（食育推進計画） 

⚫ 北杜市森林整備計画 

 主な取組概要 

〈農業生産の効率化・低コスト化及び中核的担い手農業者の確保・育成〉 

⚫ 関係機関などと連携し、先進的技術（スマート農業、ICT などを活用したデー

タ農業など）を活用した生産現場の課題解決への取組や農業生産の効率化・低

コスト化を推進します。 

⚫ 地域農業の将来を担う農業者の確保と育成のため、新規就農及び企業などの農

業参入の相談の充実を図るとともに、団体・グループの組織化・法人化による

持続的な農業経営への取組を支援し、担い手の確保・育成を推進します。 

〈地産地消の推進〉 

⚫ 市産農畜産物の PR を強化するとともに、販路拡大を支援します。 

⚫ 市産農畜産物に対する需要喚起や保育園・学校給食などへの積極活用、販売店・

飲食店など多様な販売先の確保に取り組み、地産地消を更に推進します。 

〈官民連携、６次産業化＊などの推進〉 

⚫ 食品関連企業と行政が連携するプラットフォームを構築し、市産農畜産物の 6

次産業化やワイン・日本酒など酒関連産業の振興を推進します。 

〈農業インフラの維持管理、農地の有効活用〉 

⚫ 農業インフラを維持するため、農道・水路などの計画的な補修・更新に努めま

す。 

⚫ 地域の共同活動を支援し、農地や農業用施設の保全を図ります。 

⚫ 農地を有効活用するため、農地の集約化を促進します。 

〈鳥獣害対策〉 

⚫ 鳥獣による農林業への被害を抑えるため、防除・追い払い・捕獲を総合的に支

援するとともに、ジビエ消費の拡大に向けた PR を行い、鳥獣害対策の強化を

図ります。 

〈森林の公益的機能の強化〉 

⚫ 水源のかん養、地球温暖化の防止、山地災害の防止など、森林の多様な機能を

増幅するため、植林や間伐などの森林整備や林道整備、治山工事を促進し、森

林の適正管理に努めます。 

⚫ 松枯れ被害を効果的に抑制するため、被害を防止する松林を特定し、県との連

携のもとで民有林を中心とした対策を実施し、森林の公益的機能の強化を図り

ます。 

主な関連計画  
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指標 基準値（R6） 目標値（R12） 

【Well-being 指標】 
北杜市は、観光資源が豊富で誇らしい 

3.37 点／5 点 3.52 点／5 点 

【Well-being 指標】 
北杜市は、知名度やブランド力が高い 

3.10 点／5 点 3.25 点／5 点 

観光入込客数 223 万人／年 237 万人／年 

市内宿泊客数 66 万人／年 70 万人／年 

八ヶ岳観光圏の観光客の満足度 24.6％ 30.0% 

地域資源を活用した観光のまちづくりを行うことにより、交流人口や関係人口

が増加し、本市の魅力が市内外に広く発信されるまちを目指します。 

⚫ 市内への観光入込客数は増加傾向にあるものの、コロナ禍前の状態には達して

いない状況が続いています。 

⚫ 自然景観や地域の雰囲気が高く評価されているほか、観光客のニーズに合わせ

たサービスが一定の評価を得ており、八ヶ岳観光圏＊の総合満足度の向上につな

がっています。 

⚫ 今後も、魅力的な観光環境の整備を進め、地域全体で観光のまちづくりを推進し

ていくことが重要となります。 

政策 4 

新たな価値を創造する、魅力と活気に満ちた
まちづくり 
 

4.2 地域資源を活用した観光のまちづくりの推進 

目指す姿 

現状と課題  

施策目標  

総合戦略・KPI 
(人口減少) 
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4.2.1 特色ある地域資源を活用した戦略的な観光誘客の促進 

 

  

 主な取組概要 

〈観光 PR・情報発信の推進〉 

⚫ 中部横断自動車道の全線開通やリニア中央新幹線の開通を見据え、周辺環境が

変化していく中でデータに基づきマーケティング戦略を立案し、ブランディン

グを図り、旅行者のニーズに合わせた効果的な情報発信を行い、戦略的な観光

PR・情報発信を推進します。 

〈広域観光の推進〉 

⚫ 県や県内市町村と連携・協力し、周遊観光を促進させ、滞在時間の増加を図り

ます。 

⚫ 県境を超えた近隣市町村と連携・協力し、広域的なエリアでの観光誘客を促進

します。 

〈山岳観光振興の推進〉 

⚫ 日本を代表する山々の山岳景観を発信し、誘客を図り、登山道やアクセス環境

の整備などを通じて、持続的な山岳観光振興を促進します。 

〈インバウンド誘客の推進〉 

⚫ 訪日客の国別の嗜好や市場動向を分析しターゲティングを行い、セールス活動

や情報発信などを段階的に施策展開することで、効果的な海外誘客を促進しま

す。 

〈観光経営支援〉 

⚫ 国・県事業の活用支援、人材育成、情報・データ共有などにより事業者との連

携を強化し、持続的な観光経営支援を図ります。 

〈中部横断自動車道などによる交流拡大〉 

⚫ 中部横断自動車道の静岡・山梨間の全線開通によって生じる人の流れの変化を

活用し、本市への観光・交流人口の拡大、産業振興、定住促進につなげるとと

もに、リニア中央新幹線の開通を見据えた交流拡大の取組を検討します。 

総合戦略の取組 
(人口減少) 
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4.2.2 特色ある地域資源を活用するための受入環境整備 

 
 

 

 

⚫ 八ヶ岳定住自立圏共生ビジョン 

⚫ 八ヶ岳観光圏整備計画 

⚫ 小淵沢エリア振興ビジョン 

  

〈観光客目線の満足度向上〉 

⚫ 観光施設の受け入れ環境整備、人材育成によるホスピタリティ＊強化、案内表

示や情報提供の整理で、観光客の満足度を高めます。 

〈観光客目線の安全・安心の提供〉 

⚫ 災害時の観光客対応マニュアル整備や、多言語による情報発信、看板などの

整備により、誰もが安心して滞在できる観光地を目指します。 

〈観光客目線の交通サービスの提供〉 

⚫ 新たな観光ルート提案や滞在スタイルに応じた移動手段の整備で、利便性と

回遊性を向上します。 

〈観光事業者目線の事業所の支援〉 

⚫ 施設改修や設備導入などを行う観光事業者の経営基盤強化のため、国や県の

補助制度の活用を支援します。 

〈持続可能な地域経営支援〉 

⚫ ユネスコエコパーク＊や国立公園などの魅力ある自然環境を保全し、オーバー

ツーリズムの未然防止に努め、地域資源の選択と集中による持続可能な観光

経営を促進します。 

主な関連計画  
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指標 基準値（R6） 目標値（R12） 

【Well-being 指標】 
北杜市は、日常の買い物にまったく不便が
ない 

2.49 点／5 点 2.79 点／5 点 

【Well-being 指標】 
北杜市には、新たなことに挑戦・成長する
ための機会がある 

2.63 点／5 点 2.78 点／5 点 

製造品出荷額など 2,890 億円／年 3,254 億円／年 

創業支援、企業立地支援件数 111 件／年 111 件／年 

創業支援や企業誘致を行うとともに、市内企業の経営基盤強化や事業承継など

の支援を充実し、地域経済が循環するまちを目指します。 

⚫ 市内の製造業をはじめとする事業者では、市の助成制度を活用して設備の増強

や更新を進め、事業の効率化や収益性の向上に努めています。 

⚫ 創業支援については、市商工会や金融機関などと情報を共有し、創業希望者に適

切なサポートを提供しています。 

⚫ 今後は、地域経済が循環するまちづくりを推進するため、市内での創業の支援や

市内企業への支援を行うことが重要となるとともに、リニア中央新幹線や中部

横断自動車道の開通を見据えた産業団地の形成について検討を進め、国・県と連

携した効果的な企業立地推進施策が重要となります。 

政策 4 

新たな価値を創造する、魅力と活気に満ちた
まちづくり 
 

4.3 特色を活かした産業基盤の確立、市内企業の支援 

目指す姿 

現状と課題  

施策目標  

総合戦略・KPI 
(人口減少) 
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4.3.1 創業支援と企業誘致による魅力的な働く場の創出 

 
 

4.3.2 市内企業支援の充実 

 

  

 主な取組概要 

〈創業支援の強化〉 

⚫ 新たな市場分野の開拓や雇用、イノベーションを生み出すため、関係機関と連

携し、情報提供や創業から成長までの段階に応じたきめ細やかな支援を行い、

創業支援の強化を図ります。 

⚫ 空き家や空き店舗などを活用した事業誘致やシェアオフィス＊など、移住促進

策と合わせて新規創業しやすい環境づくりと支援制度の充実に取り組みます。 

⚫ 雇用創出に向け、更なる創業・就業支援に取り組みます。 

〈企業立地などの推進〉 

⚫ 次世代産業・成長産業において投資する意向を持つ企業や工業用地を探す企

業、SDGs など社会的課題解決への意欲が高い企業などへの情報提供と意見交

換を行い、企業の事業拡大や新規立地を促進します。 

〈市内中小企業・小規模企業者への支援〉 

⚫ 商工会などと連携し、市内中小企業・小規模企業者の人材確保や育成支援、商

品開発・海外も含めた販路開拓などの総合的な支援や市内中小企業・小規模企

業者の魅力発信を行い、市内企業支援の充実を図ります。 

⚫ 商工会や金融機関などの関係機関と連携し、相談業務の充実を図るほか、各種

支援制度や融資制度により、市内企業の経営基盤強化を図るとともに、事業承

継などを支援し、市内企業支援の充実を図ります。 

⚫ 異業種や関連業種の交流、大学や研究機関などとの連携を推進し、商品開発や

ブランド化など地域内経済の活性化を図ります。 

〈人材確保、育成の支援〉 

⚫ 人手不足の解消と専門人材の育成のため、就業希望者の確保と専門人材の育成

支援を強化します。 

⚫ 短期・短時間労働や副業人材などの活用を支援します。 

〈Society5.0＊に向けた取組の促進〉 

⚫ 労働力不足を背景とした生産性向上の要請を受けて、IoT＊、AI、ロボットなど

の新技術の活用が進んでいることを踏まえ、このトレンドに素早く対応できる

よう、医療、福祉、観光、農業などの各分野での市内での導入や関連の実証実

験を促進します。 

総合戦略の取組 
(人口減少) 
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4.3.3 商業環境の魅力の創出 

 
 

 

 

 

⚫ 北杜市創業支援事業計画 

 

  

〈商業者などの賑わいの創出〉 

⚫ 商業者などの更なる賑わいの創出、個店の魅力を高めるために、商業者の自助

努力を促すとともに、店舗設計、製品・サービスの開発、販路拡大などの支援

を行います。 

〈地元での購入の促進〉 

⚫ 商業者などの持続的発展を支えるため、デジタル技術を活用した個店の経営力

向上（DX 化）を推進します。 

⚫ 地域住民の利便性の向上と地域経済の活性化を目指しつつ、地元での購入の促

進を図ります。 

主な関連計画  
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指標 基準値（R6） 目標値（R12） 

【Well-being 指標】 
北杜市では、適切な収入を得るための機会
がある 

2.42 点／5 点 2.72 点／5 点 

【Well-being 指標】 
北杜市では、やりたい仕事を見つけやすい 

2.20 点／5 点 2.50 点／5 点 

就職ガイダンス参加企業・事業所数 326 社／年 335 社／年 

就職ガイダンス参加者数 491 人／年 515 人／年 

誰もが働きやすい職場づくりが行われるとともに、地域産業の持続的な発展を

支える人材が育つまちを目指します。 

⚫ 市内での雇用機会や収入の確保に向けた取組が進められており、安定した収入

を得られる環境づくりには一定の成果が見られます。 

⚫ 就職ガイダンスは市内企業への就職だけでなく、企業がどのような事業展開を

しているかを知る機会にもなっていますが、本市単独での開催では参加者が少

ないため、募集方法や周知方法の改善が求められます。 

⚫ 今後は、適切な収入を得る機会の確保ややりたい仕事を見つけるための取組が

重要となります。 

政策 4 

新たな価値を創造する、魅力と活気に満ちた
まちづくり 
 

4.4 多様な働き方の推進 

目指す姿 

現状と課題  

施策目標  

総合戦略・KPI 
(人口減少) 
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4.4.1 ワーク・ライフ・バランスに配慮した職場づくりの推進 

 
 

4.4.2 雇用機会の創出と多様な人材の活躍促進 

 

  

 主な取組概要 

〈多様な働き方の普及促進〉 

⚫ 企業において優秀な人材の確保・育成・定着につなげるため、仕事と家庭の両

立がしやすい職場づくりを推進します。 

⚫ 女性や若者の定着・活躍を支えるため、柔軟な働き方の導入支援や職場環境改

善に取り組む企業などを応援し、多様な人材が安心して働き続けられる環境づ

くりを促進します。 

〈市内就労者に対する人材育成〉 

⚫ デジタル社会に対応できる専門知識や技術を持った人材の確保・育成を推進し

ます。 

⚫ 個人のキャリアアップ・キャリアチェンジ、企業の競争力向上に資するリカレ

ント教育（学び直し）＊の取組を推進します。 

⚫ 働く人のニーズに応じた柔軟な就業制度の普及や、職場の意識改革、キャリア

形成支援などを通じて、地域産業の持続的な発展を図ります。 

〈就業希望者への支援〉 

⚫ 若者や市内高校生への市内企業情報の紹介、学校と連携したインターンシップ

などを支援し、市内企業への若い世代の就業を促進します。 

〈市内企業の採用情報の発信〉 

⚫ 雇用機会の創出を図るため、市内企業の採用情報の発信を推進します。 

⚫ 就職ガイダンスを開催し、市内への就業希望者と市内企業のマッチングを支援

するとともに、若い世代の移住・定住を促進する住宅の紹介などを行うことで、

市内への移住と定着を支援します。 

⚫ 結婚・出産などによる退職後の再就職の支援など、子育て世代にあった職場が

紹介できるよう企業情報を収集し、コーディネートを行い、雇用機会の創出を

推進します。 

〈シニア就労の促進〉 

⚫ 働く意欲のある高齢者の就業機会を確保し、生きがいの増進を図るとともに社

会参加の場を提供し、多様な人材の活躍促進を図ります。 

総合戦略の取組 
(人口減少) 
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指標 基準値（R6） 目標値（R12） 

【Well-being 指標】 
北杜市では、防災対策がしっかりしている 

3.09 点／5 点 3.24 点／5 点 

自主防災組織数（累計） 94 団体 108 団体 

災害時応援などの協定数（累計） 39 団体 45 団体 

地域減災リーダー認定者数（累計） 129 人 240 人 

災害に備える意識が高まるとともに、地域住民や行政区などの連携による防災

活動が活性化し、地域防災力が強いまちを目指します。 

⚫ 災害に備えて地域の連携や協力体制の強化が進められており、広域的な応援協

定の締結などにより、対策の充実に取り組んでいます。 

⚫ 減災に関する自主的な行動力を高めるための知識や技術を普及できる指導者を

育成するため、地域減災リーダーの講習を実施し、継続的な人材育成に努めてい

ます。 

⚫ 今後は、地域の防災意識を更に高め、誰もが安心して暮らせる体制づくりを推進

することが重要となります。 

⚫  

政策５ 

安全・安心で、人と環境に優しい快適な 

まちづくり 

 

5.1 暮らしの安全と生活の安心を守る 

目指す姿 

現状と課題  

施策目標  

総合戦略・KPI 
(市民協働) 

総合戦略・KPI 
(市民協働) 
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5.1.1 地域防災力の向上 

 
 

5.1.2 安全なまちづくりの推進 

 

  

 主な取組概要 

〈自助・共助の強化〉 

⚫ 市民一人ひとりが「”命”や”財産”を守るための自主対策」が行えるよう自助力

の向上を図るとともに、地域内で助け合う共助力の向上を促進します。 

⚫ 災害時にこどもたちが自らの身を自らで守れるよう、市立小学校などでの防災

教室を開催し、減災力の向上を図ります。 

〈消防活動、消防団の充実強化〉 

⚫ 消防署と消防団との連携による地域防災力の充実強化に努めます。 

⚫ 消防団の組織については、効率的な組織体制の確立を図ります。 

〈公助の強化〉 

⚫ 避難所運営や応急復旧活動などに的確に対応するため、防災備蓄品などの整

備・管理を行い、公助の強化を図ります。 

⚫ 多様な民間企業、自治体などとの災害時応援などの協定締結を推進し、災害時

の応急対策能力の向上を図ります。 

⚫ 災害時の行政活動の継続に向けた準備、応急対応時の情報収集や伝達、関係機

関との情報共有、災害物資の輸送、避難所の運営、被害調査などの訓練を実施

し、公助の強化を図ります。 

⚫ 市民の安全・安心な暮らしを守るため、防災拠点としての機能を備えた市役所

本庁舎の整備を推進します。 

〈事前減災（ハード・ソフト）の推進〉 

⚫ 市が管理する河川は、宅地などと隣接している箇所を優先して、危険度・緊急

度などを考慮した整備を行い、事前減災を推進します。 

⚫ 災害危険区域については、市民にハザードマップなどにより周知を図るととも

に、県と連携して現地調査を行い、整備を推進します。 

〈停電時の電力確保〉 

⚫ 災害や事故による停電などの被害軽減に向けて、地域マイクログリッド＊や家

庭への蓄電池導入支援などにより電源の確保に努めます。 

総合戦略の取組 
(市民協働) 
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5.1.3 消費生活相談体制の強化と見守り体制の構築 

 
 

 
⚫ 北杜市国土強靱化地域計画 

⚫ 北杜市地域防災計画 

⚫ 北杜市国民保護計画 

⚫ 北杜市備蓄計画 

⚫ 北杜市備蓄倉庫整備計画 

⚫ 北杜市地域福祉計画 

⚫ 北杜市再生可能エネルギーマスタープラン 

  

〈消費生活の被害防止のための広報・啓発〉 

⚫ 消費生活の被害の未然防止・拡大防止のため、消費生活協力員と連携し、啓発

や広報活動を積極的に行います。 

〈消費者支援体制の充実〉 

⚫ 高齢者や障がい者など、消費者被害に遭いやすい人の見守り活動や、身近なと

ころで相談できるよう市消費生活相談員による相談日の開設を積極的に行い

ます。 

 主な関連計画 
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指標 基準値（R6） 目標値（R12） 

【Well-being 指標】 
北杜市では、リサイクルや再生可能エネルギー
活用など、環境への取組みが盛んである 

3.00 点／5 点 3.15 点／5 点 

環境教育普及啓発事業参加人数 1,411 人／年 1,655 人／年 

市域の二酸化炭素（CO2）排出量 
365,038t-CO2 

※公表されている 
最新値 

313,933t-CO2 

ごみ（一般廃棄物）総排出量 13,892t／年 13,336t／年 

市民をはじめ、企業、行政が一丸となって地球温暖化対策に取り組むとともに、

ごみの適正処理や再資源化を促進することにより、環境負荷の少ない循環型共

生社会を推進するまちを目指します。 

⚫ 環境教育の普及・啓発事業では、「子ども環境フェスタ」の開催や、小学校及び

行政区での環境学習プログラムの実施回数増加など、取組を強化しています。 

⚫ 各地区の環境委員によるごみ分別指導や啓発活動は、分別ルールの定着やごみ

排出量の抑制に大きく貢献しているものの、不適切な排出や混入が依然として

見受けられるため、分別ルールの更なる周知徹底が課題となっています。 

⚫ 今後は、市民の環境意識の醸成に努めるとともに、資源の有効活用とごみの循環

利用を推進することが重要となります。 

政策５ 

安全・安心で、人と環境に優しい快適な 
まちづくり 
 

5.2 環境に配慮した持続可能な社会の構築 

目指す姿 

現状と課題  

施策目標  
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5.2.1 循環型共生社会の実現 

 

  

 主な取組概要 

〈再生可能エネルギー・省エネルギーの導入促進〉 

⚫ 公共施設や家庭への再生可能エネルギー、省エネルギー機器の導入を促進しま

す。 

⚫ 地域住民と周辺環境に配慮した再生可能エネルギーの導入を促進します。 

⚫ 市民の環境配慮行動を促進するとともに、市民・団体などが取り組む地球温暖

化防止に向けた活動を支援し、循環型共生社会の実現を推進します。 

〈環境意識の醸成、環境教育の推進〉 

⚫ 地球環境問題に関する知識の普及に加え、体験を重視した環境教育を充実さ

せ、こどもから大人まであらゆる年齢層に対し、環境保全に対する意識の醸成

を図ります。 

〈ゼロカーボンシティ＊宣言の広報、啓発〉 

⚫ 温室効果ガス削減と脱炭素型ライフスタイルへの転換に向けて、市民・企業・

行政などが果たす役割を明確にし、それぞれの立場で取組を実践できるよう、

理解と関心を深める啓発活動を推進します。 

〈ごみの減量化の促進〉 

⚫ 持続可能な循環型社会の構築に向けて、市民・企業・行政などの各主体が、そ

れぞれの立場で、ごみの減量（リフューズ・リデュース・リユース）に取り組

めるよう、情報提供や削減・抑制の手法の共有を通じて排出抑制を推進します。 

⚫ 「食」を大切にする意識を高め、食品ロスを生まないライフスタイルの定着を

図ります。 

⚫ 海洋プラスチックごみ問題などの地球環境課題を踏まえ、ごみの削減や大量消

費型の生活スタイルからの転換を促す啓発活動を展開します。 

〈ごみの適正処理、再資源化の促進〉 

⚫ 広域的な廃棄物処理及び廃棄物処理施設の高度化を図ることで、効率的かつ安

定的なごみ処理体制の構築を進めます。 

⚫ 超高齢社会の進展に伴う、ごみ出しが困難な方への支援のあり方について、関

係部署や地域福祉団体などとの連携を図りながら検討します。 

⚫ ごみの再資源化（リサイクル）を積極的に推進し、資源の有効活用とごみの減

量化を図ります。 
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5.2.2 快適で良好な生活環境づくりの推進 

 
 

 

 
⚫ 北杜市環境基本計画 

⚫ 北杜市再生可能エネルギーマスタープラン 

⚫ 北杜市一般廃棄物処理基本計画 

  

〈地域環境美化活動の充実〉 

⚫ 地域環境美化活動を通じて、環境保全に対する意識の醸成と、地域づくりを推

進します。 

⚫ 市民の参画によって進められている環境美化や景観づくりの取組への支援を行

い、地域環境美化活動の充実を図ります。 

〈不法投棄対策の強化〉 

⚫ 監視パトロールの体制強化を図るとともに、地域住民や関係機関と連携し、不

法投棄防止に向けた啓発活動を推進します。 

〈動物愛護の推進〉 

⚫ ペットの飼育方法やマナー教室など、動物愛護に関する啓発活動を継続的に実

施します。 

 主な関連計画 
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指標 基準値（R6） 目標値（R12） 

【Well-being 指標】 
北杜市は、適切な土地利用が行われている 

2.50 点／5 点 2.65 点／5 点 

【Well-being 指標】 
北杜市では、身近に自然を感じることがで
きる 

4.25 点／5 点 4.40 点／5 点 

【Well-being 指標】 
北杜市の空気や水は澄んでいてきれいだ
と感じる 

4.28 点／5 点 4.43 点／5 点 

ユネスコエコパーク保全活動件数 17 件／年 22 件／年 

貴重な自然や水などが、市民や企業、行政の連携により適切に守られ、豊かな

自然環境が次世代に引き継がれるまちを目指します。 

⚫ 市内のユネスコエコパークにおいて、持続可能な活動を目指したイベントなどが

開催され、エコパークエリア内の環境保全意識が高まっています。 

⚫ 景観計画に基づき、市民や観光客などの景観に対する意識の醸成が図られていま

す。 

⚫ 今後は、良好な景観づくりを実現するため、住民、事業者、土地所有者など多様

な主体の連携が不可欠となることから、地域の理解と協力を得ながら取組を推進

することが重要となります。 

政策５ 

安全・安心で、人と環境に優しい快適な 
まちづくり 
 

5.3 自然と暮らしが共存するまちづくりの推進 

目指す姿 

現状と課題  

施策目標  
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5.3.1 美しい自然環境の保全の推進 

 
 

5.3.2 開発と保全が調和する土地利用の推進 

 

 
⚫ 北杜市環境基本計画 

⚫ 北杜市まちづくり計画・北杜市景観計画 

⚫ 北杜市サイン計画（指針編） 

 主な取組概要 

〈生物多様性保全の推進〉 

⚫ 生物多様性の保全に向けて、市民、企業など多様な主体が、それぞれの立場で

取組を考え、実践できるよう、理解と関心を深める啓発活動を推進します。 

⚫ 山岳・高原などの自然環境を訪れる人々に対して、野生動植物（在来種）の保

護の重要性を伝えるとともに、市民や団体、企業及び関係機関などと連携し、

保全活動を推進します。 

〈ユネスコエコパークや国定公園の保全と活用〉 

⚫ 南アルプスユネスコエコパーク、甲武信ユネスコエコパーク、八ヶ岳中信高原

国定公園の貴重な自然や水、これらを育んできた森林や豊かな生態系などの保

全に努めます。 

〈水資源の保全〉 

⚫ 地下水を利用する企業や市営水道が共同で地下水の変動の監視を継続すると

ともに、森林の水源かん養や水資源の保護及び保全を行い、適正な地下水の保

全、活用など生活環境の確保を図ります。 

⚫ 水環境の保全に関する意識啓発を行うとともに、様々な主体と環境保全につな

がる取組を推進します。 

〈景観との調和の推進〉 

⚫ 景観条例に基づき、屋外広告物や建築物の設置の規制及び統一感を持たせるた

めの指導を徹底します。 

⚫ 地上設置型太陽光発電施設などについては、景観に配慮した設置となるよう指

導し、自然環境及び美しい景観並びに市民の安全・安心な生活環境との調和を

図ります。 

⚫ 空き家などについて、「予防対策」「利活用対策」「管理不全対策」を進めるほ

か、所有者不明対策により、土地の適正かつ合理的な利用を促すなど、景観の

維持を図ります。 

〈公害防止の啓発と環境評価の推進〉 

⚫ 公害の未然防止と環境保全のため、庁内関係各課をはじめ、県の関係部局、関

係機関、住民組織などとの情報共有と連携を強化し、公害関係法令の遵守状況

や公害発生のおそれがないかを監視する体制の強化を図ります。 

〈土地利用の推進〉 

⚫ 地域の特性に配慮し、地域との共存・共栄に向けた土地利用を推進するととも

に、国土調査の成果図などを管理し、土地境界の明確化を推進することによっ

て、土地情報の利活用を図ります。 

 主な関連計画 
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指標 基準値（R6） 目標値（R12） 

【Well-being 指標】 
北杜市では、道路、上下水道など生活インフラが計
画的に維持管理されている 

3.09 点／5 点 3.24 点／5 点 

【Well-being 指標】 
北杜市の水道の水がおいしいと感じる 

3.72 点／5 点 3.87 点／5 点 

【Well-being 指標】 
北杜市では、公共交通機関で、好きな時に好きなと
ころへ移動ができる 

1.94 点／5 点 2.24 点／5 点 

道路施設の修繕対策率 0% 100.0% 

利便性や安全性が高く災害時にも強い道路及び上下水道が整備されるととも

に、市民ニーズに合わせた利用しやすい公共交通網の整備されたまちを目指し

ます。 

⚫ 市道の整備については、限られた財源の中で、市民ニーズが高い路線や幹線道路

を優先し、事業の進捗管理やスケジュールの見直しを行いながら、早期の工事完

了を目指して取り組んでいます。 

⚫ 地域公共交通については、幹線、支線を組み合わせた市民バス網により、市内全

域をカバーしているものの、市民バスの利用が困難な高齢者や障がい者をはじめ

とする交通弱者への対応が課題となっています。 

⚫ 今後は、持続可能で効率的・効果的なインフラの整備や維持管理が重要となると

ともに、移動手段の確保については、高齢者や障がい者など、それぞれのニーズ

に合わせた対策が重要となります。 

政策５ 

安全・安心で、人と環境に優しい快適な 
まちづくり 
 

5.4 安全で快適なインフラ整備の促進 

目指す姿 

現状と課題  

施策目標  
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5.4.1 安全で安心して利用できる道路の確保と上下水道サービスの提供 

 

  

幹線（路線バス）1 路線あたりの利用者数（平均） 9,963 人／年 10,000 人／年 

支線（デマンドバス）１路線あたりの利用者数 
（平均） 

4,149 人／年 4,200 人／年 

重要施設などへの管路更新距離 1.5 ㎞／年 3.0 ㎞／年 

下水道マンホールの修繕箇所（累計） 0 箇所 29 箇所 

 主な取組概要 

〈ユニバーサルデザインの推進〉 

⚫ 公共機関、公共施設などにおいて、誰もが不自由なく利用できるユニバーサル

デザインに配慮した整備を進めます。 

〈道路整備と交通安全の推進〉 

⚫ 全ての人が安全で安心に利用できる道路環境を整え、適切な維持管理を推進し

ます。 

⚫ 国道及び県道の渋滞・事故多発箇所については、事業実施主体である国や県に

対する要望を強化します。 

⚫ 中部横断自動車道の長坂・八千穂間の早期事業化に向け、国などへの働きかけ

を強化します。 

⚫ 市道、農道及び林道については、道路施設の状態を把握し、予防的な補修を主

として行うことにより、施設の長寿命化を図りながら、良好な道路環境の保全

を推進します。 

⚫ 道路周辺の環境及び道路施設の構造を把握し、耐震整備を行うことにより、道

路施設の耐震化を図り、安全な道路交通網の確保に努めます。 

⚫ 高齢者、幼児・児童などに対する交通安全教育の充実及び関係機関との連携に

よる啓発活動の強化を図るとともに、こどもたちの通学路の安全対策、高齢者

への交通安全対策の強化を図ります。 

〈安全な水道水の安定供給と適切な汚水処理〉 

⚫ 「安全」「強靭」「持続」の視点に立ち、安全で安心な水道水の安定供給及び生

活環境の保全を図るため、計画的な上下水道施設の維持管理と更新を推進しま

す。 

⚫ 包括的民間委託を含めた経営効率化手法の計画的な導入・推進と適正な利用料

金の設定を通じて、経営基盤の強化を図り、公営企業としての持続可能な経営

に努めます。 
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5.4.2 公共交通ネットワークの構築による移動手段の確保 

 
 

 
⚫ 北杜市営住宅総合活用計画・長寿命化計画  

⚫ 北杜市林道個別施設長寿命化計画 

⚫ 北杜市道路整備基本計画 

⚫ 北杜市橋梁長寿命化修繕計画 

⚫ 北杜市まちづくり計画・北杜市景観計画 

⚫ 北杜市水道事業地域水道ビジョン 

⚫ 北杜市上下水道事業経営基本計画 

⚫ 水質検査計画 

⚫ 北杜市水道施設中長期設備計画及びアセットマネジメント 

⚫ 北杜市下水道総合整備事業（防災・安全）計画 

⚫ 北杜市下水道ストックマネジメント計画（処理施設） 

⚫ 北杜市下水道ストックマネジメント計画（管路施設） 

⚫ 農業集落排水施設最適化計画 

⚫ 北杜市地域公共交通計画 

⚫ 北杜市交通安全計画 

⚫ 「森林・観光」資源を活用した北杜市地域活性化計画 

⚫ 北杜市過疎地域持続的発展計画 

〈地域公共交通ネットワークの構築と運行〉 

⚫ 利用者や地域住民などからの意見聴取や地域内の公共交通事業者と連携する

中で、公共交通の持続可能な交通体系の構築と、利用促進を図ります。 

〈交通弱者への支援〉 

⚫ 高齢者や障がい者、運転免許返納者など、移動に困難を抱える市民が安心して

暮らせる地域社会の構築を図ります。 

⚫ 公共交通機関の利用が難しい虚弱な高齢者の通院を支援し、更なる移動手段の

確保に努めます。 

〈登下校時の安全確保と指導の徹底（スクールバスの運行）〉 

⚫ 地域住民や交通安全協会と連携し、通学路やバス停周辺での見守り活動を推進

します。 

⚫ 通学路の危険箇所の点検と改善を継続的に実施します。 

⚫ 地域ぐるみでこどもたちの安全を守る意識の醸成を図ります。 

 主な関連計画 
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北杜市橋梁長寿命化修繕計画 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

指標 基準値（R6） 目標値（R12） 

【Well-being 指標】 
北杜市は、市民の意見が行政に伝えやすい 

2.51 点／5 点 2.81 点／5 点 

【Well-being 指標】 
北杜市の行政は、地域のことを真剣に考え
ていると思う 

2.73 点／5 点 3.03 点／5 点 

職員アンケートによる研修内容の満足度 76.4％ 80.0% 

業務削減時間（累計） － 9,000 時間 

北杜市ＤＸ推進計画の進捗率 87.8％ 100.0％ 

現年分の市税、国民健康保険税、後期高齢
者医療保険料、介護保険料、保育料、放課
後児童クラブ負担金、住宅使用料の収納率 

99.6% 99.6% 

社会情勢の変化に対応し、多様な主体と協働して持続可能な行財政運営が行わ

れるまちを目指します。 

⚫ 財源の確保については、当該年度の検証を行い、次年度以降、更なる改善に向け

た取組を進めています。 

⚫ 多様化、複雑化する市民ニーズへ対応するため、職員研修を通じて、職員の資質

向上や能力開発を効果的かつ継続的に行っています。 

⚫ 今後は、行政改革の推進により、行政サービスの維持向上を図り、市民から信頼

される行政の運営が重要となります。 

政策５ 

安全・安心で、人と環境に優しい快適な 
まちづくり 
 

5.5 行政改革の推進 

目指す姿 

現状と課題  

施策目標  

総合戦略・KPI 
(デジタル) 

総合戦略・KPI 
(デジタル) 
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5.5.1 組織機能の強化と人材の育成 

 

  

PPP/PFI 制度の導入 － 
令和 12(2030)
年度までに導入 

個別施設計画に基づく進捗率 93.0％ 100.0％ 

普通財産売却・貸付件数(相談件数含む) 30 件／年 40 件／年 

 主な取組概要 

〈戦略的・機動的な組織体制の構築〉 

⚫ 多様化・複雑化する行政課題に対応した組織体制を構築します。 

〈人材育成の推進〉 

⚫ 「北杜市人材育成基本方針」に基づいた取り組みを行い、多様化・複雑化する

市民ニーズに柔軟に対応できる人材育成を図ります。 

〈業務の効率化・働き方改革の推進〉 

⚫ 行政サービスの維持・向上のため、業務を抜本的に見直す手法（BPR＊）やデ

ータに基づく効果的な政策立案の手法（EBPM＊）を導入するとともに、民間活

力の導入など業務の外製化に向けた検討を進めます。 

⚫ 業務の効率化を図るため、「北杜市 DX 推進計画」に基づき、庁内におけるデジ

タルツール（AI・RPA＊など）の導入範囲拡大に向けた検討を進めます。 

総合戦略の取組 
(デジタル) 
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5.5.2 持続可能な行財政運営の推進 

 
 

5.5.3 多様な主体との協働で推進するまちづくり 

 
 

 
⚫ 北杜市行政改革大綱・実施計画 

⚫ 北杜市 DX 推進計画 

  

〈自主財源の確保〉 

⚫ 市税や使用料の収納率の向上と収納対策の強化に取り組むとともに、ふるさと

納税制度をはじめとした多様な自主財源の確保に努めます。 

〈民間活力の活用〉 

⚫ 公共負担を抑制し、質の高い行政サービスの実現を図るため、PPP（官民連携

事業）＊／PFI（民間資金等活用事業）＊などを活用します。 

〈公共施設の最適配置〉 

⚫ 「北杜市公共施設等総合管理計画」に掲げる公共施設の保有量（延床面積）の

縮減に向け、「北杜市公共施設個別施設計画」に基づき、公共施設の最適配置に

取り組みます。 

⚫ 公共施設の複合化・集約化などにより、より内容の充実したサービスの提供や

効率的な維持管理に努めます。 

〈未利用財産の有効活用〉 

⚫ 公共施設の最適化により生じる未利用施設及び未利用地について、民間への売

却や地域での利活用など有効な活用を推進します。 

〈上下水道事業の経営健全化〉 

⚫ 民間活力の活用や施設の老朽化対策に取り組み、上下水道事業の持続可能な経

営体制の構築を推進します。 

→5.4.1 安全で安心して利用できる道路の確保と上下水道サービスの提供〈安全

な水道水の安定供給と適切な汚水処理〉（再掲） 

〈地域コミュニティの強化〉 

⚫ 行政区への加入を促進し、幅広い分野において行政区との連携強化を図りま

す。 

→3.2.1 市民活動による地域コミュニティの活性化〈地域自治活動の推進〉（再掲） 

〈移住者・定住者・関係人口の増加〉 

⚫ 移住・定住・関係人口を増加させるとともに、多様な主体が地域や行政活動に

参加できる体制の構築を進めます。 

→1.5.1 若者・子育て世代の移住・定住の促進〈情報発信の充実〉〈移住・定住相

談体制の充実〉（再掲） 

 主な関連計画 
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第 1 章 総論 

１．人口ビジョン・総合戦略策定の背景 

国は、平成 26（2014）年に「まち・ひと・しごと創生法（平成 26 年法律第 136 号）」

を制定し、人口の現状と将来の姿を示し、今後目指すべき将来の方向を提示する「まち・ひ

と・しごと創生長期ビジョン」と、今後５か年の政策目標や施策の基本的方向、具体的な施

策をまとめた「まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定しました。 

また、令和元（2019）年には、全国的な人口減少や少子高齢化の進展、多くの地方都市

における東京圏への転出超過などの深刻な状況から、「活力ある地域社会の実現」と「東京

圏への一極集中」の是正を図るため、「第２期まち・ひと・しごと総合戦略」を国が策定し、

地方創生への取組を推進してきました。加えて、令和４（2022）年には、「まち・ひと・し

ごと創生総合戦略」を抜本的に改訂し、「デジタル田園都市国家構想総合戦略」として、令

和５（2023）年から令和９（2027）年までの５か年の新たな総合戦略を策定し、デジタル

の力を活用してさらに継承・発展させていくことを目指してきました。 

そのような取組を推進する中、国は、人口減少が進む中でも持続可能な社会を創っていく

ため、令和７（2025）年に「地方創生 2.0 基本構想」を策定し、少子化対策の実施により

人口減少のペースを緩和し、一定のレベルで歯止めが掛かる社会が実現することを目指し

た上で、「デジタル田園都市国家構想」も発展的に継承し、10 年後に目指す姿として、若者

や女性にも選ばれる地方をつくることを提示しています。 

今般、そうした国の総合戦略及び地方創生をめぐる動向を踏まえ、本市においても人口ビ

ジョンの改訂を行うとともに、「まち・ひと・しごと創生法」に基づく地方版総合戦略とし

て、「北杜市人口ビジョン・第 4 次北杜市総合戦略」（以下、「本総合戦略」という。）を策定

します。 

 

２．人口ビジョン・総合戦略の目的と位置付け 

「まち・ひと・しごと創生法」第 10 条に基づき、本市の人口の現状と将来の姿を示す「北

杜市人口ビジョン」を策定するとともに、人口減少克服を目的として本市の実情に応じた今

後５年間の目標や施策の基本的方向、具体的な取組を示す「北杜市総合戦略」を策定します。 

本総合戦略は、本市の最上位計画である「北杜市総合計画」のうち、人口減少の克服及び

地域の活性化を主な目的とする取組を戦略的な人口減少対策プランとして再構築したもの

であるため、総合計画の中に包含し、一体的に推進していきます。 
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３．総合戦略の推進方法 

総合戦略の推進にあたっては、各施策に重要業績評価指標（KPI＊）を定め、目標を設定

します。目標に対する達成状況を毎年確認し、達成・未達成の要因を検証します。 

検証結果は市民や団体、企業などに対し情報公開を行い、それぞれの分野で共有を図り、

必要に応じて事務事業を見直すなど PDCA サイクルを回していきます。 

 

４．計画期間 

本総合戦略の計画期間は令和８（2026）年度～令和 12（2030）年度の５年間とします。 
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第２章 人口ビジョン 

１．近年の人口推移の分析 

1.1. 総人口の推移 

本市の総人口は、平成 31（2019）年以降、緩やかな減少傾向となっており、令和 7（2025）

年までの 6 年間で 1,737 人の減少となっています。 

 
出典：総務省「住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数調査」を基に作成 

 

1.2. 合計特殊出生率の推移 

本市の合計特殊出生率は、平成 30（2018）年から令和 4（2022）年で 1.38 となってお

り、全国の 1.33 より高いものの、山梨県の 1.46 を下回っています。 

 

 
※本グラフの合計特殊出生率は５年間の平均値をとっているため、最新は「H30 年～R４年」となります。 

出典：厚生労働省「人口動態保健所・市区町村別統計」を基に作成  
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1.3. 人口動態 

本市における過去 10 年間の人口増減を見ると、死亡者数が出生者数を大きく上回る自然

減の傾向が続いており、年々その傾向が強まっています。 

一方、社会増減については、令和 2（2020）年以降、転入者が転出者を上回る社会増の

状況が続いており、コロナ禍の令和３（2021）年と令和４（2022）年は特にその傾向が顕

著となっているため、人口減少は緩やかとなっています。 

また、年齢（5 歳階級）別の転入・転出者数については、令和 6（2024）年現在で、30

～40 代及びそのこどもである未就学児、50～60 代で転入が多い一方、10 代後半～20 代

後半の転出が多くなっています。 

 

 
出典：総務省「住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数調査」を基に作成 

 

 
※ 総務省による「社会増減数」の定義は、（転入者数－転出者数）＋（国外からの転入者数－国外への転出者数）

＋移動前の住所地不詳－職権消除等、となっています。 

出典：総務省「住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数調査」を基に作成 
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出典：総務省「住民基本台帳人口移動報告 年報（2024 年）」を基に作成 
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２．将来推計人口 

本市の将来推計人口について、国立社会保障・人口問題研究所によると、令和 17（2035）

年には 4 万人を下回り、令和 42（2060）年には 3 万人を下回る推計となっています。 

また、本市で独自推計を行ったところ、令和 12（2030）年には４万人を下回り、令和 32

（2050）年には３万人を下回る推計となっています。 

今後、この推計をできる限り緩やかにするために、子育て世代が安全・安心に子育てで

きる環境づくりをしていくことで自然増を図るとともに、若者向けの移住・定住の推進を

することでさらなる社会増を目指します。 

 

 
 

出典：国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（令和５年推計）」を基に作成 
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推計値の算出方法 

 

パターン１（社人研推計準拠型シナリオ） 
  

国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（令和５年推計）」

で示された令和 32（2050）年までの将来推計に準拠しています。 

・合計特殊出生率、こども女性比、0～4 歳性比の各指標が令和 32（2050）年

以降も一定で推移するものと仮定して推計した形となっています。 

 

パターン２（対策実施型シナリオ） 
  

令和 17（2035）年までに人口減少対策を実施し、その後、同対策の効果が令和 27

（2045）年から出始めるというシナリオに基づきます。 

・効果が出始めるまでの令和２（2020）～令和 27（2045）年までは、平成 30

（2018）～令和４（2022）年までの合計特殊出生率である「1.38」で推移す

る形としています。 

・効果が出始める令和 27（2045）年からは、令和７（2025）年度に実施した

「第４次北杜市総合計画の策定に関するアンケート」結果を基に、国が示して

いる「地方版総合戦略の策定等に向けた人口動向分析・将来人口推計の手引き

（令和６年６月版）」を踏まえ算出した、20～49 歳女性の「希望出生率」の

「1.54」で推移する形としています。 

・社会増減について、前掲の過去５年間の転入超過及び年齢（５歳階級）別の転

入者数を踏まえました。 

 

パターン３（悲観型シナリオ） 
  

何も対策をとらなかった場合を想定しています。 

・平成 30（2018）～令和４（2022）年までの合計特殊出生率である「1.38」

で推移する形としています。 
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第３章 総合戦略 

１．基本方針 

1.1. 目指すべき姿 

第４次北杜市総合計画では、目指すべき将来像を『人と自然と文化が躍動する環境創造都

市～絆を紡ぎ 北杜を前へ～』と掲げ、この将来像を実現するための５つの政策を設定しま

した。 

その方向性に基づき、本総合戦略においては、国や県の総合戦略などを勘案しつつ、４つ

の基本目標を掲げ、誰もが幸せを実感できる、豊かで暮らしやすいまちづくりを目指します。 

  



 

104 

1.2. 体系図 

 

 

 

 

 

 

 

 

～絆を紡ぎ 北杜を前へ～ 
 

 

 

 基本目標 具体的な取組 

Ⅰ 
若者や女性、子育て世代
に選ばれるまちづくりの
推進 

妊娠、出産、子育てのライフステージに応じた切れ目
のない支援 

若者・子育て世代の移住・定住の促進 

女性が活躍しやすい環境づくりの推進 

Ⅱ 
人 口 減 少 へ の 多 角 的 な 
アプローチによる対策の
推進 

若者の交流・定住・UIJ ターンの促進 

特色ある地域資源を活用した観光誘客の促進 

創業支援と企業誘致による魅力的な働く場の創出 

雇用機会の創出と多様な人材の活躍促進 

Ⅲ 
AI・デジタルなどの新技術
の活用 

多様な保育ニーズに応じた保育サービス・幼児教育の
提供 

安全・安心に学べる教育環境の整備 

組織機能の強化と人材の育成 

Ⅳ 
市民協働と地域コミュニ
ティの活性化 

ともに支え合う地域福祉の推進 

市民活動による地域コミュニティの活性化 

地域防災力の向上 

  

北杜市の将来像 
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1.3. 取組の展開 

Ⅰ 若者や女性、子育て世代に選ばれるまちづくりの推進 

 ① 基本的方針 

持続可能な地域社会を実現するためには、若者や女性、子育て世代の移住・定住の促進

に重点的に取り組むとともに、関係人口のさらなる拡大を図ることが必要です。 

また、子育て・家庭と仕事の両立が図られ、性別によらず誰もが活躍できる環境づくり

に取り組み、女性が活躍しやすい環境づくりを推進することが必要です。 

加えて、保育や教育環境の充実を図り、安心してこどもを生み育てることのできる社会

づくりを推進することが必要です。 

このため若者や女性、子育て世代に選ばれるまちを目指し、最終的には全ての市民が幸

せな生活を送れるよう、取組を推進していきます。 

 

② 具体的な取組と重要業績評価指標（KPI） 

具体的な取組 指標 基準値（R6） KPI（R12） 

妊娠、出産、子育ての 
ライフステージに応じ
た切れ目のない支援 

【Well-being 指標】 
北杜市では、子育て支援が
手厚い 

3.18 点／5 点 3.33 点／5 点 

この地域で、今後も子育て
をしていきたい人の割合 

97.6% 100.0% 

若者・子育て 世代の 
移住・定住の促進 

【Well-being 指標】 
北杜市には、若者が活躍 
しやすい雰囲気がある 

2.54 点／5 点 2.84 点／5 点 

女性が活躍し やすい 
環境づくりの推進 

審議会などにおける女性 
委員の割合 

29.8% 33.2％ 
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Ⅱ 人口減少への多角的なアプローチによる対策の推進 

① 基本的方針 

本市の人口動態における社会動態は、全体としては社会増となっているものの、年代別

にみると 20 歳代は社会減となっています。人口減少をより緩やかにしていくためには、

若者の転出を防ぐとともに、転入数を増加させる必要があります。 

このため、本市内の事業者に対する支援の充実を図り、若者が活躍できる環境を整える

とともに、雇用機会の創出と多様な人材の活躍促進につながる取り組みを推進し、本市へ

の若者の定着につなげてまいります。 

また、地域資源を活用した観光誘客を促進し、交流人口を増やすことで、将来的な移

住・定住につなげてまいります。 

これらの取組により、若年層の転出防止と転入促進を図り、社会増を目指します。 

 

② 具体的な取組と重要業績評価指標（KPI） 

具体的な取組 指標 基準値（R6） KPI（R12） 

若者の交流・定住・UIJ ターン
の促進 

移住者数 642 人／年 708 人／年 

特色ある地域資源を活用した
観光誘客の促進 

観光入込客数 223 万人／年 237 万人／年 

創業支援と企業誘致による 
魅力的な働く場の創出 

【Well-being 指標】 
北杜市には、新たな 
ことに挑戦・成長する
ための機会がある 

2.63 点／5 点 2.78 点／5 点 

雇用機会の創出と多様な人材
の活躍促進 

就職ガイダンス参加
者数 

491 人／年 515 人／年 
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Ⅲ AI・デジタルなどの新技術の活用 

① 基本的方針 

デジタル技術を活用して、地域社会の生産性や利便性を高め、地域の魅力創造につなげ

るためには、環境を充実させるだけでなく、AI やデジタル技術を積極的に活用できるデジ

タル人材の育成・確保が重要です。 

住民誰もがデジタル社会のメリットを享受できるよう、デジタル技術を活用した利便性

の向上や行政事務の効率化を図るだけでなく、将来にわたり、デジタルを活用した行政サ

ービスが提供できるよう、人材の育成をはじめ、取組を推進していきます。 

 

② 具体的な取組と重要業績評価指標（KPI） 

具体的な取組 指標 基準値（R6） KPI（R12） 

多様な保育ニーズに応じた
保育サービス・幼児教育の 
提供 

保育サービス・放課後
児童クラブの利用者
の満足度 

96.8% 
（保育サービス）

94.2% 
(放課後児童クラブ) 

100.0% 
（保育サービス）

100.0% 
(放課後児童クラブ) 

安全・安心に学べる教育環境
の整備 

児童生徒の ICT 活用
を 指 導 す る こ と が 
できる教員の割合 

92.0% 100.0％ 

組織機能の強化と人材の 
育成 

【Well-being 指標】 
北杜市は、市民の意見
が行政に伝えやすい 

2.51 点／5 点 2.81 点／5 点 

北杜市 DX 推進計画の
進捗率 

87.8% 100.0％ 
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Ⅳ 市民協働と地域コミュニティの活性化 

① 基本的方針 

暮らしの安全と生活の安心を守るためには、行政による「公助」だけではなく、各地域

における「共助」や市民自身による「自助」を、総合的に捉えた対策を強化していく必要

があります。 

行政区の加入率の上昇や地域減災リーダー認定者を増員することで「共助」や「自助」

の意識を高めるだけでなく、学校・地域との連携によるボランティア活動の推進などを通

して、市民協働と地域コミュニティの活性化を図るための取組を推進していきます。 

 

② 具体的な取組と重要業績評価指標（KPI） 

具体的な取組 指標 基準値（R6） KPI（R12） 

ともに支え合う地域福祉
の推進 

【Well-being 指標】 
北杜市には、困ったときに
相 談 で き る 人 が 身 近 に 
いる 

3.01 点／5 点 3.16 点／5 点 

市民活動による地域コミ
ュニティの活性化 

【Well-being 指標】 
私は、町内（集落）の人が
困 っ て い た ら 手 助 け を 
する 

3.42 点／5 点 3.57 点／5 点 

行政区加入率 66.4％ 66.4％ 

地域防災力の向上 

【Well-being 指標】 
北杜市では、防災対策が 
しっかりしている 

3.09 点／5 点 3.24 点／5 点 

地域減災リーダー認定者
数（累計） 

129 人 240 人 
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用語解説 

あ行 

RPA（アールピーエー） 

Robotics Process Automation の略。ロボットによる業務自動化のこと。これまで人

間が行ってきた定型的なパソコン操作をソフトウェアのロボットにより自動化するもの。 

IoT（アイオーティー） 

Internet of Things の略。「モノのインターネット」と呼ばれる。自動車、家電、ロボ

ットなど、あらゆるモノがインターネットにつながり、情報のやり取りをすることで、新

たな付加価値を生み出すこと。 

ICT（アイシーティー） 

Information and Communication Technology の略で、情報通信技術のこと。従来か

ら使われていた IT（Information Technology）に替わり、通信ネットワークによって情

報が流通することの重要性を意識して使用されるようになった。 

浅川伯教・巧兄弟 

朝鮮の文化・民族を日本の国策として差別していた時代、当時の日本人は気づくことが

なかった朝鮮庶民の陶磁器・工芸品の美しさを日本へ紹介し、朝鮮へのその愛情によって

現在も日韓の架け橋となっている兄弟。 

EBPM（イービーピーエム） 

Evidence-Based Policy Making の略。政策の企画をその場限りのエピソードに頼るの

ではなく、政策目的を明確化したうえで合理的根拠（エビデンス）に基づくものとするこ

と。 

インクルーシブ教育 

人間の多様性の尊重などの強化、障がい者が精神的及び身体的な能力などを可能な最

大限度まで発達させ、自由な社会に効果的に参加することを可能とするという目的の下、

障がいのある者と障がいのない者がともに学ぶこと。 

ウェルビーイング 

身体的、心理的、社会的に良好で、全てが満たされた状態にあること。また、健康、幸

福感、つながりが良好な状態にあること。 

世界保健機関（WHO）憲章の前文においては「健康とは、病気ではないとか、弱って

いないということではなく、肉体的にも、精神的にも、そして社会的にも、すべてが満た

された状態にある」と定義されている。 

AI（エーアイ） 

Artificial Intelligence の略で、人工知能のこと。  
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LGBTQ（エルジービーティーキュー） 

Lesbian（レズビアン、女性同性愛者）、Gay（ゲイ、男性同性愛者）、Bisexual（バイ

セクシュアル、両性愛者）、Transgender（トランスジェンダー、性自認が出生時に割り

当てられた性別とは異なる人）、Queer や Questioning（クイアやクエスチョニング）の

頭文字をとった言葉で、性的マイノリティ（性的少数者）を表す総称のひとつとしても使

われる。 

なお、「クイア」は、現代では、規範的な性のあり方以外を包括する言葉としても使わ

れ、「クエスチョニング」は、自らの性のあり方について、特定の枠に属さない人、わか

らない人などを表す言葉である。 

 

か行 

介護予防サポートリーダー 

高齢者自らの積極的な健康づくりや介護予防への取り組みを推進するため、地域ニー

ズに応じた健康づくり・介護予防活動の担い手となる人材のこと。 

関係人口 

移住した「定住人口」でもなく、観光に来た「交流人口」でもない、地域や地域の人々

と多様に関わる人々のこと。 

GIGA（ギガ）スクール構想 

1 人 1 台端末や高速大容量の通信ネットワークを一体的に整備することで、教育の質

を向上させ、特別な支援を必要とするこどもを含め、多様なこどもたちを誰一人取り残す

ことなく、全てのこどもたちの可能性を引き出す「個別最適な学び」と「協働的な学び」

を実現するための取組のこと。 

ケアラー 

こころやからだに不調のある人の「介護」「看病」「療育」「世話」「気づかい」など、ケ

アの必要な家族や近親者、友人、知人などを無償でケアする人のこと。 

KPI（ケーピーアイ） 

Key Performance Indicator の略。施策ごとの進捗状況を検証するために設定する重

要業績評価指標のこと。 

権利擁護 

自己の権利を表明することが困難な寝たきりや認知症の高齢者、障がい者などの適切

な権利の行使の支援、権利侵害の解消・予防を行うこと。 

合計特殊出生率 

15～49 歳までの女性の年齢別出生率を合計したもの。一人の女性がその年齢別出生率

で一生の間に産むとしたときのこどもの数に相当する。  

  



 

111 

校内支援教室 

不登校傾向の児童生徒や教室に入ることが困難な児童生徒の「学びの場」や「心の居場

所」としての環境を学校内に整え、社会的自立に向けた支援を行う場所のこと。 

国立社会保障・人口問題研究所 

厚生労働省本省に設置された人口問題と社会保障の研究を行う国立の研究機関。 

こどもまんなか社会 

全てのこども・若者が、日本国憲法、こども基本法及びこどもの権利条約の精神にのっ

とり、生涯にわたる人格形成の基礎を築き、自立した個人としてひとしく健やかに成長す

ることができ、心身の状況、置かれている環境などにかかわらず、ひとしくその権利の擁

護が図られ、身体的・精神的・社会的に将来にわたって幸せな状態（ウェルビーイング）

で生活を送ることができる社会のこと。 

コミュニティ・スクール 

法律（地教行法第 47 条の 5）に基づいた、学校と保護者及び地域住民などが目標やビ

ジョンを共有し、ともに知恵を出し合い、学校運営に意見を反映させることで、一緒に協

働しながら一体となってこどもたちの豊かな成長を支え「地域とともにある学校づくり」

を進める仕組み。 

 

さ行 

サテライトオフィス 

本社からはなれた場所（居住地の近くなど）に立地し、情報通信技術（ICT）の活用に

より本社などと連絡を取りながら業務を行う事務所。 

シェアオフィス 

自社だけではない複数の利用者がフリーアドレス形式で使用するオフィスのこと。 

ジェンダーギャップ 

普段の生活の中で感じる性の違いによる格差や不平等のこと。 

実質公債費比率 

地方公共団体の借入金（地方債）の返済額（公債費）の大きさを、その地方公共団体の

財政規模に対する割合で表したもの。 

シティプロモーション 

シティプロモーションには地域再生、観光振興、官民協働など様々な概念が含まれ、自

治体によってもその目的や捉え方は異なり、多様である。一般的には、地域住民の愛着の

形成、地域の売り込みや自治体名の知名度の向上など、自らの地域のイメージを高め、経

営資源の獲得を目指すための一連の活動のこと。 
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水源かん養 

森林などにおいて、土壌が雨水を貯留し、河川へ流れ込む水の量を平準化して洪水を緩

和し、川の流量を安定させたり、雨水が土壌に浸透・通過することにより水質を浄化する

こと。 

スーパーサイエンスハイスクール 

文部科学省の指定を受け、高等学校などにおいて、先進的な理数教育を実施するととも

に、大学との共同研究や、国際性を育むための取組を推進すること。また、創造性、独創

性を高める指導方法、教材の開発などの取組を実施すること。 

スクールカウンセラー 

専門的な知識や経験を有し、カウンセリングなどを通して児童生徒、保護者及び教職員

の悩みや不安を受け止めて相談・支援にあたる人材のこと。 

スクールソーシャルワーカー 

教育の分野に加え、社会福祉に関する専門的な知識や技術を有する人材。問題を抱えた

児童・生徒に対し、当該児童・生徒が置かれた環境への働きかけや、関係機関などとのネ

ットワークの構築など、多様な支援方法を用いて課題解決への対応を図っていく人材の

こと。 

生活困窮者自立支援制度 

経済的に困窮し、最低限度の生活を維持することができなくなるおそれのある方に対

して、個々の状況に応じた支援を行い、自立の促進を図ることを目的とした制度。 

成年後見制度 

認知症高齢者、知的障がい者、精神障がい者などの判断能力が十分でない成年者を保護

し、支援するために、後見人などが本人の財産管理などを行う制度。法定後見制度と任意

後見制度の 2 種類がある。 

ゼロカーボンシティ 

脱炭素社会に向けて、2050 年二酸化炭素実質排出量ゼロに取り組むことを表明した地

方公共団体。実質排出量ゼロとは、CO2 などの温室効果ガスの人為的な発生源による排

出量と、森林などの吸収源による除去量との間の均衡を達成すること。 

早期支援コーディネーター 

こどもの教育や就学などについての専門的な知識を持ち、関係部局・機関などや地域と

の連絡・調整、情報収集などを行い、こども・保護者への情報提供や学校への指導・助言

などの支援を適切に行うための職員のこと。 

Society5.0（ソサエティ 5.0） 

AI やロボットの力を借りて、人間がより快適に活力に満ちた生活を送ることができる

社会で、これまでの現実社会に加えて、仮想空間との融合で豊かな社会を実現していこう

とするもので、「サイバー空間とフィジカル空間を高度に融合させたシステムにより、経

済発展と社会的課題の解決を両立する人間中心の社会」と定義されている。 
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た行 

地域共生社会 

制度・分野ごとの「縦割り」や「支え手」・「受け手」という関係を越えて、地域住民や

地域の多様な主体が参画し、人と人、人と資源が世代や分野を越えてつながることで、住

民一人ひとりの暮らしと生きがい、地域を共に創っていく社会。 

地域マイクログリッド 

平常時は地域の再生可能エネルギー電源や電力会社などの送配電ネットワークを通じ

て電力供給を受けるが、災害などによる大規模停電時にはネットワークから切り離し、地

域内の再生可能エネルギーを活用し自立して電力を供給できるエネルギーシステムのこ

と。 

DX（ディーエックス） 

デジタルトランスフォーメーション（Digital Transformation）の略。進化したデジタ

ル技術（クラウドサービスや人工知能（AI）など）を活用・浸透させることで、人々の生

活をあらゆる面でより良い方向に変革すること。 

DV（ディーブイ） 

Domestic Violence の略称。家庭内暴力とも呼ばれる。 

デート DV（デートディーブイ） 

恋人を「自分の思いどおりに動いてほしい」「独り占めしたい」と相手をコントロール

したり、「自分のモノ」として扱ったりすること。 

テレワーク 

情報通信技術（ICT）を活用した時間や場所にとらわれない柔軟な働き方のこと。 

特別支援教育コーディネーター 

発達障害を含む障がいに関する専門的な知識・経験を有し、学校や関係機関と連携して、

就学相談や学校訪問などを通じて、学校や保護者などに、障がいのある幼児・児童・生徒

に対する指導内容・方法に関する助言や支援を行う職員のこと。 

 

な行 

二地域居住 

都市と地方にそれぞれ生活 拠点を持ち、自由に行き来して生活すること。 

ノーマライゼーション 

障がいのある人もない人も、互いに支え合い、地域で生き生きと明るく豊かに暮らして

いける社会を目指すこと。  



 

114 

は行 

PFI（ピーエフアイ） 

Private Finance Initiative の略。公共施設などの建設、維持管理、運営などを民間の

資金、経営能力及び技術的能力を活用して行う手法。 

BPR（ビーピーアール） 

Business Process Re-engineering の略。業務プロセスを抜本的に見直して、組織や

制度、システムなどを再構築すること。 

PPP（ピーピーピー） 

Public Private Partnership の略。国や地方自治体など（Public）が行う各種公共サー

ビスを、民間（Private）と連携（Partnership）して提供する手法を捉えた概念のこと。 

フィルムコミッション 

映画やテレビドラマなどのロケーション撮影を誘致し、実際の撮影をスムーズに進め

るため支援を行う非営利公的機関のこと。 

普通会計 

地方公共団体における公営事業会計以外の会計で、一般会計のほか、特別会計のうち公

営事業会計に係るもの以外のものの純計額。 

フレイル 

高齢者の筋力や活動が低下している状態。虚弱状態ともいう。活動には移動や運動能力、

認知機能、栄養状態、持久力、日常生活の活動性など広範な要素が含まれている。フレイ

ルになっても機能訓練など専門的サービスを受けることにより、再び健常な状態に戻る

可能性があるとされる。 

ホスピタリティ 

狭義には、おもてなしの心を指し、相手を思いやり、快適に過ごせるように配慮する姿

勢や行動のこと。広義には、接客・接遇の場面だけで発揮されるものではなく、人と人、

人とモノ、人と社会、人と自然などの関わりにおいて具現化されるもののこと。 

 

や行 

八ヶ岳観光圏 

八ヶ岳南麓、西麓エリアの観光地である北杜市と富士見町、原村が、県境、自治体の垣

根を越え、長期滞在型の観光施策に取り組むため「八ヶ岳観光圏整備推進協議会」を立ち

上げ、平成 22（2010）年 4 月に観光圏整備法に基づく「八ヶ岳観光圏」として、国土交

通省から認定を受けた地域。 

八ヶ岳定住自立圏 

北杜市、富士見町、原村の 3 市町村が、相互に役割を分担して定住に必要な生活機能を

確保・充実させ、圏域への人材の誘導を促進するために形成した広域連携の仕組み。 
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やまなし県央連携中枢都市圏（県央ネットやまなし） 

甲府市、韮崎市、南アルプス市、甲斐市、笛吹市、北杜市、山梨市、甲州市、中央市、

昭和町、市川三郷町、富士川町の 12 市町が、これからの人口減少・少子高齢社会にあっ

ても、一定の圏域人口を有し、活力ある社会経済が維持され、住民の暮らしを支えること

ができるよう形成した広域連携の仕組み。 

ユネスコエコパーク 

豊かな生態系を有し、地域の自然資源を活用した持続可能な経済活動を進めるモデル

地域として、ユネスコにより認定された地域。 

 

ら行 

リカレント教育（学び直し） 

社会人に対して学校教育の修了後、いったん社会に出た後に行われる教育。 

６次産業化 

農林水産物の付加価値を高めることで所得向上や雇用創出につなげるため、生産だけ

でなく加工・流通・販売などを一体的に行う事業形態。 

 

わ行 

ワーケーション 

仕事（Work）と休暇（Vacation）とを組み合わせた造語。リゾート地など普段の職場

とは異なる場所で仕事をしつつ、休暇取得などを行うこと。 


